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～
人
の
手
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
堀
川
～

川
の
流
れ
は
絶
え
ず

特 集
　

世
界
の
古
代
文
明
は
、
大
き
な
河
川
の
流
域
を
中
心
に
栄
え
て
き
ま
し
た
。
河
川
の
周
囲

に
人
間
社
会
が
形
成
さ
れ
、
人
と
河
川
が
関
わ
り
な
が
ら
文
化
を
築
い
て
き
ま
し
た
。

　

同
様
に
、
そ
の
河
川
文
化
が
、
か
つ
て
こ
の
中
間
市
に
も
あ
っ
た
の
で
す
。
そ
の
中
心
と

な
っ
た
の
が
「
遠
賀
堀
川
」。
人
の
手
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
こ
の
堀
川
は
、
治
水
や
灌か

ん
が
い漑
用
水

と
し
て
の
働
き
、
石
炭
の
輸
送
経
路
と
し
て
近
代
化
日
本
を
支
え
る
な
ど
、
当
時
を
生
き
た

人
た
ち
に
多
く
の
恩
恵
を
与
え
て
き
ま
し
た
。

　

堀
川
と
共
に
生
き
た
先
人
た
ち
が
残
し
た
、
貴
重
な
こ
の
遺
産
。
今
回
は
、
歴
史
を
辿た

ど

り

な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
も
共
に
生
き
て
い
く
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
を
考
え
ま
す
。

　

川
の
流
れ
を
絶
や
さ
な
い
た
め
に
。
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慶
長
５
年（
１
６
０
０
年
）、
関
ヶ
原

の
戦
い
の
後
、
現
在
の
中
間
市
域
は
福

岡
藩
初
代
藩
主
黒く

ろ

だ田
長な

が
ま
さ政
の
支
配
下
に

置
か
れ
ま
す
。
長
政
は
、
新
田
の
開
発

や
穀
物
の
増
産
を
藩
の
大
き
な
目
標
と

し
て
い
ま
し
た
が
、
穀
倉
地
帯
で
あ
る

遠
賀
平
野
は
、
大
雨
の
た
び
に
遠
賀
川

が
氾は

ん
ら
ん濫
し
、
田
畑
や
人
畜
が
大
き
な
被

害
を
受
け
ま
し
た
。
遠
賀
川
の
治
水
と

利
水
は
、
藩
の
命
運
を
か
け
た
事
業
で

あ
っ
た
と
い
え
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
藩
で
は
慶
長
17
年

（
１
６
１
２
年
）、「
遠
賀
川
治
水
大
計
」

を
た
て
、
翌
年
か
ら
築
堤
工
事
を
開
始
し

ま
す
が
、
元
和
６
年（
１
６
２
０
年
）の
豪

雨
で
遠
賀
平
野
は
大
惨
事
と
な
り
ま
す
。

　

遠
賀
川
氾
濫
の
報
告
を
受
け
た
藩
主

長
政
は
、
家
老
栗く

り
や
ま山
大だ

い
ぜ
ん膳
と
と
も
に
現

地
を
視
察
し
、
遠
賀
川
か
ら
分
水
し
て
、

低
地
の
洞
海
湾
へ
流
す
た
め
の
導
水
路
を

掘
る
こ
と
を
決
定
し
ま
す
。
こ
れ
が
「
遠

賀
堀
川
」
で
す
。
堀
川
を
作
る
理
由
は
大

き
く
分
け
て
３
つ
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。「
氾
濫
す
る
遠
賀
川
の
水
量
を
分
散

さ
せ
る
」「
堀
川
沿
線
に
か
ん
が
い
用
水

を
引
い
て
よ
り
多
く
の
水
田
を
作
る
」「
船

で
米
な
ど
を
運
搬
す
る
」
と
い
う
目
的
で

す
。
つ
ま
り
、
福
岡
藩
は
こ
の
堀
川
工
事

に
よ
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
利
益
が
出
る
と

見
込
ん
で
い
た
の
で
し
た
。

　
元
和
７
年（
１
６
２
１
年
）１
月
、
家
老

栗
山
大
膳
を
総
責
任
者
と
し
て
、
工
事

が
始
ま
り
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
２
年

後
に
藩
主
長
政
が
死
去
し
、
工
事
は
未

完
成
の
ま
ま
中
止
と
な
り
ま
す
。
こ
の
工

事（
第
１
次
工
事
と
呼
ば
れ
る
）で
開
削
さ

れ
た
距
離
は
、
中
間
村
か
ら
岩
瀬
村
ま
で

半
里（
２
㎞
）、
吉
田
村
か
ら
折
尾
村
ま
で

５
町（
550
ｍ
）ほ
ど
で
し
た
。

　

そ
の
後
、
遠
賀
川
の
築
堤
工
事
や
改

修
に
取
り
組
み
ま
す
が
、
洪
水
に
よ
る

被
害
は
繰
り
返
さ
れ
ま
す
。
そ
の
た
び

に
、
家
老
や
郡
奉
行
が
実
地
見
分
を
行

い
、
協
議
を
重
ね
ま
す
が
、
財
政
難
の

理
由
な
ど
か
ら
立
ち
消
え
と
な
り
ま
す
。

　

寛
永
元
年（
１
７
４
８
年
）、
郡
方
元

締
に
就
任
し
た
櫛く

し
は
し橋
又ま

た
の
し
ん

之
進
は
、
堀
川

工
事
再
開
へ
の
準
備
に
入
り
ま
す
。
大

膳
掘（
第
１
次
工
事
の
と
き
の
堀
跡
）は
、

地
質
が
軟
弱
で
あ
る
た
め
、
西
側
に
コ

ー
ス
を
変
え
、「
車
返
し（
地
名
）」（
現：

折
尾
高
校
下
）の
掘
削
を
計
画
し
ま
す
。

　

寛
永
４
年（
１
７
５
１
年
）５
月
、
現

地
調
査
と
測
量
を
終
え
、
車
返
し
の
試

掘
に
入
り
ま
す
。
藩
主
の
死
去
の
た
め

中
止
さ
れ
て
か
ら
、
実
に
128
年
を
経
て

の
工
事
再
開
で
し
た
。

　

車
返
し
の
岩
盤
切
り
抜
き
は
、
郷ご

う

ふ夫

（
福
岡
城
築
城
の
と
き
に
活
躍
し
た
藩

召
し
抱
え
の
石
工
事
の
専
門
家
）の
技

術
を
も
っ
て
し
て
も
、
困
難
な
作
業
と

な
り
ま
す
。
し
か
し
、
試
堀
の
結
果
、

そ
の
目め

ど処
も
た
ち
、
幕
府
に
工
事
再
開

の
届
け
出
を
し
ま
す
。

な
ぜ
堀
川
は
掘
ら
れ
た
の
か

大
雨
の
た
び
に
氾
濫
す
る
遠
賀
川
に
、
人
々
は
大
い
に
苦
し
ん
だ
。

人
々
の
生
活
を
守
る
た
め
、川
を
掘
る
こ
と
を
決
断
し
た
福
岡
藩
初
代
藩
主
。

藩
の
命
運
を
か
け
て
完
成
し
た
、
遠
賀
堀
川
の
歴
史
を
追
う
。

元
和
６
年（
１
６
２
０
年
）、
洪
水
で
困
り
果

て
る
村
々
を
視
察
す
る
、
福
岡
藩
初
代
藩
主

黒
田
長
政
。

堀川開削工事の経過と、その工
事を指揮した一

い ち だ

田久
きゅうさく

作の功績
が記されています。この碑は、
明治 30 年（1897 年）堀川流域
の 16 か村の住民によって建立
されました。

堀
ほ り か わ

川疏
そ す い ひ

水碑

堀川の
必要性

開
削
の
背
景

藩
主
の
視
察

開
削
工
事
に
着
手

工
事
再
開
へ
の
胎
動
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初代藩主として福岡藩を治めてい
た長政は、国力を整えるために新
田の開発に力を注ぎました。当時、
遠賀川流域は重要な穀倉地帯でし
たが、大雨のたびに川が氾濫し農
民は困り果てていました。「臣下万
人にうとまれれば国家を失う」と
いう思想を持っていた長政は、洪
水対策のため、中間村から洞海湾
へ注ぐ運河の開削を考え、1621年、
家老「栗山大膳」に堀川の大工事
を命じました。しかし、その２年後、
長政の死により堀川工事は中止と
なります。

黒田 長政
福岡藩初代藩主

筆頭家老として黒田長政に仕え、
長政からも厚く信頼されていまし
た。しかし、長政の死後、２代目
藩主「忠之」との間が険悪となり、
忠之の悪政を批判し対立。ついに
は「忠之に陰謀の企てあり」と幕
府に直訴。俗にいう「黒田騒動」で、
この争いに幕府が介入し、1633 年、
幕府の裁決によって、大膳は南部
藩お預けの身となりました。大膳
が福岡藩から追放されたことによ
り、堀川開削工事の再開は見込み
が立たなくなりました。

栗山 大膳
福岡藩筆頭家老

東蓮寺藩（後の直方藩）に生まれ、
成人して福岡藩に養子として迎え
られたために、幼いころから、遠
賀川を毎日眺めて育ち、遠賀川流
域の農民の苦労も理解していまし
た。藩主となってから、享保の飢
饉がきっかけとなり、米の収穫高
を上げるための湿田化対策と、年
貢米の集積地である若松までの輸
送経路の短縮のために、堀川の必
要性を考え、堀川開削工事を再開
させました。長政の死によって中
断されてから 128 年後の 1751 年
のことです。

黒田 継高
福岡藩６代藩主

もともと中間の底井野村に住んで
いた農民ですが、土木工事につい
ての知識と技術を持っていました。
そのため、頑丈な水門を造るにあ
たり、備前国（岡山県）の吉井川の
水門調査を命じられました。1761
年、巡礼者に変装し、風景をスケ
ッチするように見せかけて水門の
詳細を細かく記録し、命がけの調
査を終え帰国しました。この功績
が認められて、後に一町部の田を
与えられ、一田という苗字をもら
い、堀川請持庄屋（総取締役）に
任命されました。

一田 久作
堀川庄屋

　
宝
暦
５
年（
１
７
５
５
年
）６
月
、
本
格

的
な
堀
川
開
削
工
事
が
開
始
さ
れ
ま
す
。

車
返
し
の
切
り
抜
き
に
は
、
90
人
の
郷
夫

が
岩
盤
掘
削
に
従
事
し
ま
す
。

　
ま
た
、
土
石
の
運
搬
に
は
郡ぐ

ん
ぶ夫（
強
制
的

な
使
役
）を
用
い
ず
、
日ひ

や
と
い
ふ

雇
夫（
有
給
）が
農

民
か
ら
採
用
さ
れ
ま
し
た
。
そ
う
し
た
使

役
の
監
督
役
に
底
井
野
村
の
一い

ち
だ田
久き

ゅ
う
さ
く作
が

選
ば
れ
、
住
居
を
車
返
し
に
移
し
ま
す
。

　
宝
暦
７
年（
１
７
５
７
年
）９
月
、
難
工

事
の
末
、
車
返
し
の
岩
盤
切
り
抜
き
が
完

了
し
ま
す
。
距
離
に
し
て
１
町
20
間（
約

145
ｍ
）、
川
幅
は
３
間（
約
5.5
ｍ
）で
し
た
。

し
か
し
、
こ
れ
で
は
洪
水
に
対
処
で
き
て

も
船
を
通
す
に
は
狭
す
ぎ
る
た
め
、
さ
ら

に
川
幅
を
半
間（
約
0.9
ｍ
）広
げ
る
工
事
が

行
わ
れ
ま
す
。
こ
の
工
事
も
２
年
後
に
完

了
し
、
川
幅
が
３
間
半（
約
6.4
ｍ
）に
改
善

さ
れ
ま
し
た
。

　

車
返
し
の
切
り
抜
き
工
事
が
完
了
す

る
と
、
直
ち
に
上
流
・
下
流
の
工
事
に

着
手
し
ま
す
。
下
流
で
は
、則
松
川（
現：

金
山
川
）へ
つ
な
ぐ
工
事
が
進
め
ら
れ
、

宝
暦
12
年（
１
７
６
２
年
）に
終
了
し
、

洞
海
湾
ま
で
通
じ
ま
す
。

　
一
方
、
上
流
で
は
吉
田
村
か
ら
中
間
村

へ
つ
な
ぐ
工
事
が
順
調
に
進
み
ま
す
。
さ

ら
に
、
遠
賀
川
か
ら
分
水
を
す
る
た
め
、

中
間
村
字
中
島
に
唐
戸（
水
門
）を
設
け
、

取
水
を
試
み
ま
す
。
し
か
し
、
地
盤
が
軟

弱
な
た
め
、
洪
水
に
な
る
と
そ
の
水
勢
に

押
さ
れ
、
二
度
に
わ
た
り
決
壊
し
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
藩
で
は
備
前
国（
現
在
の
岡

山
県
）の
吉
井
川
に
全
国
無
比
の
石
唐
戸

が
あ
る
こ
と
を
知
り
、
一
田
久
作
を
派
遣

し
ま
す
。久
作
は
、現
地
調
査
し
、帰
国
後
、

惣そ
う
し
ゃ
や
ま

社
山
に
唐
戸
の
構
築
を
計
画
し
ま
す
。

宝
暦
12
年（
１
７
６
２
年
）４
月
、
惣
社
山

の
岩
盤
を
切
り
抜
き
、
唐
戸（
水
門
）が
構

築
さ
れ
ま
す
。こ
れ
が「
中
間
唐
戸
」で
す
。

寛
永
４
年（
１
７
５
１
年
）か
ら
工
事
再
開

（
試
堀
）に
入
っ
た
第
２
次
工
事
は
、
11
年

を
か
け
て
の
完
成
で
し
た
。

　
堀
川
へ
の
導
水
を
良
く
す
る
た
め
、
遠

賀
川
の
中
に
大
井
手（
井い

ぜ
き堰
）を
築
き
ま

す
。
こ
れ
に
よ
り
、堀
川
普ふ

し
ん請
は
完
了
し
、

か
ん
が
い
用
水
の
利
用
と
川
船
の
通
行
が

始
ま
り
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
遠
賀
川
に
井

堰
を
築
い
た
こ
と
か
ら
、
上
流
の
川
辺
の

村
々
の
湿
田
化
が
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て

き
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
堀
川
の
取
水

口
を
上
流
へ
移
す
第
３
次
工
事
計
画
が
浮

上
し
ま
す
。

　

こ
の
移
転
計
画
は
、
楠
橋
村
の
寿じ

め命

に
遠
賀
川
か
ら
の
取
水
口
を
設
け
、
真

名
子
川（
現
：
笹
尾
川
）を
経
て
、
中
間
唐

戸
に
直
結
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。
工
事

は
、
文
化
元
年（
１
８
０
４
年
）２
月
に
着

工
し
、
同
年
６
月
末
に
完
成
し
ま
す
。
こ

の
取
水
口
に
設
置
さ
れ
た
水
門
が
「
寿
命

唐
戸
」
で
す
。
こ
う
し
て
堀
川
は
、
楠
橋

村
か
ら
中
間
、
岩
瀬
、
吉
田
、
折
尾
の
各

村
を
経
て
洞
海
湾
へ
と
通
じ
ま
す
。
大
運

河
の
全
長
は
約
12
㎞
で
す
。

車
返
し
の
切
り
抜
き

中
間
唐
戸
の
構
築

第
３
次
工
事
へ
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輸
送
経
路
の
大
動
脈

川
ひ
ら
た
の
活
躍

　　

宝
暦
12
年（
１
７
６
２
年
）に
完
成

し
、
翌
年
か
ら
正
式
に
開
通
し
た
堀
川
。

遠
賀
川
の
治
水
対
策
と
し
て
開
削
さ
れ

た
堀
川
は
、
灌
漑
用
水
は
も
と
よ
り
、

水
運
と
し
て
も
利
用
さ
れ
ま
す
。

　

堀
川
の
開
通
に
伴
い
、
輸
送
体
系
に

も
大
き
な
変
化
が
起
き
て
き
ま
す
。
そ

れ
ま
で
遠
賀
川
を
下
り
、
芦
屋
を
経
由

し
た
経
路
で
し
た
が
、
近
道
と
な
る
堀

川
を
利
用
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
ま

た
、
長
崎
街
道
を
利
用
し
て
い
た
諸
荷

物
の
運
搬
や
旅
人
ま
で
が
、
飯
塚
や
木

屋
瀬
か
ら
川
ひ
ら
た
を
利
用
す
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。

　

川
ひ
ら
た
と
は
、
底
を
浅
く
、
平
た

く
し
た
船
で
す
。
海
で
使
わ
れ
る
船
は
、

波
を
乗
り
切
っ
て
進
む
た
め
に
、
船
底

が
三
角
形
に
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

堀
川
の
よ
う
な
浅
い
河
川
で
は
底
が
つ

か
え
る
た
め
、
そ
の
よ
う
な
形
状
と
な

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
堀
川
を
下
る
川
ひ

ら
た
に
は
、
年
貢
米
の
ほ
か
、
石
炭
や

木
炭
、
生
糸
、
ろ
う
な
ど
が
積
ま
れ
輸

送
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
う
し
て
、
藩
米
や
日
用
雑
貨
の
輸

送
水
路
と
し
て
利
用
さ
れ
た
堀
川
も
、

や
が
て
、
筑
豊
石
炭
鉱
業
史
に
大
き
な

足
跡
を
残
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。
明
治

の
中
期
に
入
る
と
、
堀
川
は
筑
豊
炭
を

若
松
へ
輸
送
す
る
大
動
脈
と
し
て
重
要

な
役
割
を
果
た
し
ま
す
。

折尾高校に所蔵されている川ひらた。米や石炭の輸送に活躍
した川船で、五平太船とも呼ばれています。昭和 37 年には
福岡県の有形民俗文化財に指定、平成 19 年には、「地域活性
化に役立つ近代化産業遺産」として認定されています。

荷
物
や
人
の
輸
送
経
路
と
し
て
、
堀
川
は
川
ひ
ら
た
で
埋
め
尽
く
さ
れ
た
。

石
炭
の
需
要
が
高
ま
る
と
、
輸
送
の
大
動
脈
と
し
て
さ
ら
に
賑
わ
っ
た
。

鉄
道
の
時
代
が
訪
れ
る
そ
の
日
ま
で
は
。

堀川をくだるためには日数が
かかり、船上での生活を余儀な
くされます。そのため、川ひら
たに乗船する際には、米を保存
する「船用おひつ」、船底に溜

た

まった水を取る「淦
あか

取り」、服
を収納する「船

ふ な だ ん す

箪笥」、お金を
保管する「金庫」などが必要と
されていました。

川ひらたの必需品

【
写
真
右
上
】
明
治
42
年
ご
ろ
の
中
間
唐
戸
付
近
。

【
写
真
上
】
若
松
か
ら
の
も
ど
り
船
を
引
く
船
頭
。

【
写
真
右
】
堀
川
に
か
か
る
橋
の
完
成
を
喜
ぶ
人
々
。

時
期
・
場
所
と
も
に
不
明
。

果たした
役割
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賑
わ
い
を
み
せ
た
堀
川
流
域

　　

明
治
の
中
期
か
ら
大
正
時
代
に
か
け

て
関
連
地
域
の
石
炭
層
の
採
掘
が
盛
ん

に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
幾
度
か
の
戦

争
を
通
じ
て
、
石
炭
の
需
要
は
、
産
業

の
発
展
と
と
も
に
ま
す
ま
す
増
大
し
ま

し
た
。
そ
れ
に
伴
い
、
堀
川
の
役
割
も

大
き
く
、
上
納
米
の
運
送
は
一
躍
石
炭

の
輸
送
に
代
わ
り
、
終
日
上
下
す
る
川

ひ
ら
た
は
実
に
40
隻
を
数
え
、
堀
川
景

気
と
称
さ
れ
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。

　

炭
鉱
の
繁
栄
と
相
ま
っ
て
、
中
間
唐

戸
か
ら
折
尾
ま
で
の
堀
川
筋
に
は
特
殊

飲
食
店
や
旅
館
、
造
り
酒
屋
、
豆
腐
製

造
業
、
瓦
工
場
、
酒
卸
商
な
ど
商
工
場

で
賑
わ
い
、
堀
川
流
域
は
当
時
の
川
筋

景
気
が
伺
わ
れ
る
状
態
で
し
た
。

　

ま
た
、
川
筋
気
質
か
ら
か
、「
宵
越

し
の
金
は
持
た
な
い
」
と
言
わ
れ
る
ほ

ど
稼
い
だ
金
を
派
手
に
使
う
船
頭
も
多

か
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
船
頭
た

ち
は
、「
わ
た
し
ゃ
若
松 

み
な
と
の
育

ち 

黒
い
ダ
イ
ヤ
に 

命
を
賭
け
る 

わ
た

し
ゃ
若
松 

五
平
太
育
ち
」
と
唄
っ
て
い

た
そ
う
で
す（
火
野
葦
平
作
詞
・
五
平

太
ば
や
し
の
歌
よ
り
）。

水
運
の
終し

ゅ
う
え
ん焉

　　

日
本
近
代
に
お
け
る
産
業
の
発
展
に

よ
り
、
石
炭
の
需
要
は
加
速
度
的
に
増

加
し
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
、
石
炭
生

産
の
さ
ら
な
る
増
大
に
伴
い
、
輸
送
能

力
の
拡
大
が
必
要
と
な
り
、
や
が
て
、

鉄
道
の
敷
設
が
必
然
と
な
っ
て
き
ま
す
。

　

明
治
24
年（
１
８
９
１
年
）、
筑
豊
線

（
若
松
～
直
方
）が
開
通
し
、
次
第
に
石

炭
の
輸
送
は
水
運
か
ら
陸
運
へ
と
切
り

替
わ
っ
て
い
き
ま
す
。
そ
れ
で
も
、
明
治

32
年（
１
８
９
９
年
）に
は
、
年
間
13
万

を
超
え
る
川
ひ
ら
た
が
石
炭
を
積
ん
で

堀
川
を
通
過
し
て
い
ま
す
。
川
ひ
ら
た

の
長
さ
は
、
主
に
３
間（
約
5.5
ｍ
）と
４

間（
約
7.3
ｍ
）で
、
平
均
的
な
積
載
量
は

６
ト
ン
で
す
。
単
純
計
算
で
も
、
年
間

約
78
万
ト
ン
の
石
炭
が
輸
送
さ
れ
た
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　
そ
の
後
、
明
治
41
年
に
は
香
月
線
が
開

通
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
翌
年
か
ら

堀
川
通
過
数
が
減
少
し
て
い
き
ま
し
た
。

当
然
な
が
ら
運
賃
が
安
く
、
し
か
も
速

く
て
安
全
な
鉄
道
の
利
便
さ
が
認
め
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
一
つ
の
時
代
を

築
い
た
堀
川
の
水
運
。
長
い
年
月
多
く
の

人
々
に
親

し
ま
れ
た

堀
川
は
、

昭
和
13
年

（
１
９
３
８

年
）を
最

後
に
そ
の

歴
史
を
閉

じ
る
こ
と

に
な
る
の

で
す
。

年号 川ひらた数

文化 12 年（1815 年） 1,629

天保 13 年（1843 年） 9,648

明治 32 年（1899 年） 130,657

大正 12 年（1923 年） 10,338

昭和   ５年（1930 年） 598

昭和 14 年（1939 年） 0

■ 堀川を通った船の数

岩瀬堀川筋は、宿場として行商人や船頭たちの憩いの
場でした。写真は大正 10 年ごろの町回りの様子。

石炭を運んでいた当時の鉄道。時期・
場所ともに不明。

屋島に住んでいた子どものころ、堀川には石炭
を積んだ船が数多く通っていたことを覚えてい
ます。堀川沿いはたくさんの店や旅館などが立
ち並んでいました。私が中間小学校に通ってい
たころは、生徒数が 3,900 人ほどいて、地域に
も子どもたちがたくさんいました。学校から帰
っては、友だちと堀川に飛び込んで遊んでいま
したね。堀川には魚やシジミもいましたし、ホ
タルも飛んでいました。野菜を畑で栽培してい
ましたが、堀川の水を使っていました。それほ
ど川の水はきれいでした。石炭を堀川の水で洗

うようになってからでし
ょうか、徐々に川は汚れ
ていきました。鉄道が敷
設されてからは、船の数
も減っていき、街並みも
変わっていきました。現
在は当時の面影を残すこ
ともなくなり、少しさび
しい思いがします。当時
のことを思い返すと、と
ても懐かしく思います。

赤木 良夫 さん
（垣生）

当時の思い出は色褪
あ

せない
堀川が賑わっていたころを物語る

現在の働く婦人の家付近の堀川で、水遊びをする子ど
もたち。写真は昭和 10 年代の様子。



6広報なかま 12月 10日号

堀
川
の
歴
史
を
辿た

ど

る
旅

　　

時
は
流
れ
現
在
。
全
長
12
・
１
㎞
の

堀
川
は
、
北
九
州
市
八
幡
西
区
の
木
屋

瀬
か
ら
始
ま
り
、
中
間
市
、
水
巻
町
を

経
由
し
、
北
九
州
市
八
幡
西
区
の
洞
海

湾
ま
で
流
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
堀
川
の

沿
線
に
は
、
当
時
の
面
影
を
残
す
史
跡

が
今
も
な
お
存
在
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
史
跡
の
場
所

や
価
値
、
そ
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
史
跡
に

込
め
ら
れ
た
先
人
た
ち
の
思
い
は
、
現

在
に
生
き
る
私
た
ち
に
と
っ
て
身
近
に

感
じ
ら
れ
る
も
の
と
は
決
し
て
言
え
ま

せ
ん
。

　

今
回
紹
介
す
る
の
は
、
上
流
か
ら

「
寿じ

命め

唐
戸
」「
中
間
唐
戸
」「
伏ふ

せ
こ
し越
」

「
河か

わ

守も
り

神
社
」「
車
返
し
」「
も
や
い
石
」

「
堀
川
疏そ

す

い

ひ

水
碑
」。
そ
れ
ぞ
れ
に
言
葉
で

は
言
い
表
せ
ら
れ
な
い
歴
史
が
あ
り
ま

す
。
み
な
さ
ん
、
一
度
そ
の
歴
史
を
辿

っ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
当

時
を
生
き
た
人
々
に
対
し
、
堀
川
が
果

た
し
て
き
た
役
割
を
垣
間
見
る
こ
と
が

で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

「唐戸」には水門という意味があり、
細長い板を水門の溝に入れ、その
枚数によって水量を調節するユニ
ークなものです。その史跡として
の価値が認められ、昭和 58 年に福
岡県の文化財に指定されています。
大きな特徴は、水を堰き止めるた
めの堰戸を２つ設けていることで
す。上流側の堰戸を表戸、下流側
の堰戸を裏戸といい、表戸が水圧
に耐えきれない場合、裏戸で防ぐ
構造になっています。また、これ
らの堰戸を超えてきた水は、両堰
戸の天井石の上に設けられた中戸
という堰で水流を防ぎます。

中間唐戸

遠賀堀川に水を引き入れるために、
遠賀川に堰を築いたことで支障が
生じたため、分流地点を上流の楠
橋村寿命に変更され完成しました。
中間唐戸とほぼ同じ構造で作られ
ている寿命唐戸は、北九州市の有
形文化財に指定されています。

寿
じ め

命唐戸

伏
ふ せ こ し

越 過
去
を
物
語
る
史
跡
た
ち

数
多
く
の
困
難
を
乗
り
越
え
、
長
い
年
月
と
苦
労
の
末
に
、
先
人
た
ち
の
手

で
作
ら
れ
て
き
た
遺
産
。
堀
川
の
栄
枯
盛
衰
を
見
届
け
て
き
た
物
言
わ
ぬ
語

り
部
が
、
今
も
な
お
こ
の
地
に
あ
る
。

長い年月を
経て残る
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128 年間中断されていた堀川工事を再開した、福岡
第６代藩主黒田継高が祭られています。

河
か わ も り

守神社

か
つ
て
こ
の
場
所
に
は
堀
川
の
下
に

曲
川
が
交
差
す
る
伏
越
が
あ
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
昭
和
61
年
に
撤
去
さ

れ
た
た
め
、
堀
川
の
水
の
流
れ
が
途

絶
え
て
し
ま
い
ま
し
た
。

伏
ふ せ こ し

越

川
ひ
ら
た
が
渋
滞
し
た
と
き
に
、

船
を
一
時
停
め
る
た
め
の
穴
の

開
い
た
石
で
、
船
頭
は
こ
れ
に

綱
を
結
び
つ
け
休
憩
し
ま
し
た
。

県
立
折
尾
高
校
下
の
川
沿
い
に

３
基
の
み
が
現
存
し
て
い
ま
す
。

も
や
い
石

堀
川
工
事
で
一
番
の
難
所
だ
っ
た
の
が
、

車
返
し
と
よ
ば
れ
る
こ
の
場
所
の
掘
削
で

す
。
現
在
は
、
折
尾
高
校
か
ら
河
守
神
社

に
か
け
て
の
岸
壁
に
ノ
ミ
の
跡
や
線
刻
文

字
が
残
り
、
当
時
の
難
工
事
を
物
語
っ
て

い
ま
す
。

車
返
し

堀川の歴史を探る場所がここにもある　●歴史民俗資料館

　

堀
川
の
歴
史
を
感
じ
る
こ

と
が
で
き
る
場
所
が
中
間
市

歴
史
民
俗
資
料
館
に
も
あ
り

ま
す
。

　
「
中
間
唐
戸
の
模
型
（
１
／

３
サ
イ
ズ
）
や
川
ひ
ら
た
の

模
型
（
１
／
４
サ
イ
ズ
）、
川

ひ
ら
た
に
乗
っ
て
い
た
人
が

使
用
し
て
い
た
道
具
な
ど
が

展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
堀
川

学
習
の
一
環
と
し
て
、
市
内

外
を
問
わ
ず
小
学
生
に
利
用

さ
れ
る
こ
と
が
多
い
で
す
ね
」

と
話
す
吉
田
浩
之
主
査
（
生

涯
学
習
課
文
化
財
担
当
）。

　

こ
の
ほ
か
に
も
、
炭
鉱
に

関
す
る
資
料
や
旧
香
月
線
の

資
料
な
ど
、
貴
重
な
も
の
が

多
数
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
一
度
、
歴
史
民

俗
資
料
館
に
足
を
運
ん
で
み

ま
せ
ん
か
。

●
問
合
先　

歴
史
民
俗
資

料
館

　

☎
（
２
４
５
）
４
６
６
５

折尾駅
国道３号線

岩瀬伏越跡

中間駅

東水巻駅

河守神社

川ひらた
（県立折尾高校内）

疏水碑

もやい石

中間市役所

黒川
笹尾川

堀
川

曲
川

中間唐戸

寿命唐戸

遠
賀
川

■ 堀川史跡マップ
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堀
川
に
関
わ
る
気
持
ち
を
育
て
る

　　

中
間
市
内
の
６
小
学
校
で
は
、
４
年

生
を
対
象
に
地
域
の
人
々
の
生
活
に
つ

い
て
の
学
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
、
先
人
た
ち
の
遺
産
か
ら
自
分
た
ち

が
住
む
地
域
の
こ
と
を
学
び
、
郷
土
を

愛
す
る
気
持
ち
を
育
む
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
学
習
の
一
環
で
あ
る
堀

川
学
習
と
し
て
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
再

利
用
し
た
風
車
作
り
も
行
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
も
ま
た
、
地
元
に
あ
る
堀
川

再
生
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

８
月
25
日
に
開
催
さ
れ
た
九
州
堀
川

サ
ミ
ッ
ト
で
は
、
中
間
小
学
校
の
４
年

生
児
童
が
堀
川
の
学
習
発
表
を
行
い
ま

し
た
。
発
表
す
る
に
あ
た
り
、
堀
川
沿

線
の
史
跡
を
事
前
に
見
学
。
実
際
に
史

跡
を
目
に
す
る
と
と
も
に
、
先
人
の
努

力
や
功
績
に
触
れ
ま
し
た
。
だ
れ
に
で

も
わ
か
り
や
す
い
よ
う
に
と
、
自
分
た

ち
で
考
え
た
発
表
の
シ
ナ
リ
オ
。
当
日

は
、
緊
張
し
な
が
ら
も
一
生
懸
命
に
学

習
し
、
暗
記
し
て
き
た
練
習
の
成
果
を

発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
た
よ
う
で
す
。

　
子
ど
も
た
ち
に
は
、
こ
の
よ
う
な
取
り

組
み
を
通
じ
て
、
堀
川
を
愛
す
る
気
持

ち
、
堀
川
に
関
わ
ろ
う
と
す
る
気
持
ち

を
育
て
る
こ
と
、
ま
ち
づ
く
り
に
参
加
す

る
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
大
人
が
堀
川
を
大
切

に
思
う
気
持
ち
を
子
ど
も
た
ち
に
伝
え

て
い
く
こ
と
も
ま
た
大
切
な
の
で
す
。

堀川のことは少しは知って
いたけど、今回勉強して
もっと知ることができまし
た。昔の人は小さな道具で
あんなに長い距離の川を掘
るなんて、大変な苦労があ
ったと思います。そんな堀
川が中間市にあることを誇
りに思います。昔の人が残
してくれた堀川をなくして
はいけないと思いました。

金川 湧
ゆ う と

彪 さん
（中間小学校４年）

Interview

【
写
真
右
】
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
風
車

作
り
の
様
子
。
約
360
個
の
風
車

が
作
ら
れ
、
堀
川
に
架
か
る
橋

に
飾
ら
れ
ま
し
た
。【
写
真
左
】

堀
川
サ
ミ
ッ
ト
で
「
遠
賀
堀
川

五
つ
の
誓
い
」
を
読
み
上
げ
る

中
間
小
学
校
の
児
童
た
ち
。【
写

真
下
】
堀
川
の
歴
史
を
学
ぶ
た

め
史
跡
を
見
学
。
引
率
し
た
吉

田
浩
之
主
査
か
ら
中
間
唐
戸
築

造
の
説
明
を
受
け
、
熱
心
に
メ

モ
を
取
る
子
ど
も
た
ち
。

堀
川
が
つ
な
ぐ
も
の

時
が
経
つ
に
つ
れ
、
人
々
の
心
は
堀
川
か
ら
離
れ
て
い
っ
た
。
し
か
し
、
こ

の
歴
史
的
な
遺
産
を
失
っ
て
は
な
ら
な
い
と
立
ち
上
が
り
、
活
動
す
る
人
た

ち
が
い
る
。
そ
れ
は
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く
。

芽生える
郷土愛
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を
で
き
る
限
り
続
け
、
堀
川
を
守
る
と

い
う
思
い
を
次
の
世
代
に
継
承
し
て
い

く
こ
と
が
大
切
だ
と
強
く
訴
え
ま
す
。

　
「
下
水
道
が
整
備
さ
れ
れ
ば
、
堀
川

へ
の
生
活
排
水
の
流
入
が
抑
え
ら
れ
、

一
段
と
川
は
変
わ
る
は
ず
。
こ
れ
は
行

政
の
役
目
で
す
。
私
た
ち
の
会
は
、
福

岡
県
に
河
川
愛
護
団
体
と
し
て
登
録
さ

れ
て
い
る
の
で
、
県
か
ら
作
業
用
具
な

ど
の
提
供
を
受
け
、
草
刈
り
な
ど
を
し

た
後
は
市
が
回
収
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
も
、
住
民
で
で
き
る
こ
と
は
住
民

で
、
行
政
に
し
か
で
き
な
い
こ
と
は
行

政
が
担
う
と
い
う
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

の
一
つ
の
形
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」。

　

昔
は
水
遊
び
が
で
き
る
ほ
ど
き
れ
い

だ
っ
た
と
い
う
堀
川
。
そ
の
当
時
ま
で

は
無
理
で
も
、
今
以
上
に
川
の
美
し
さ

を
取
り
戻
せ
た
ら
嬉
し
い
と
力
丸
さ
ん

は
笑
顔
を
見
せ
ま
し
た
。

堀
川
流
域
自
治
会
に
聞
く

　　
堀
川
は
、「
唐
戸
」「
中
町
」「
屋
島
」「
川

端
」「
中
鶴
三
区
」「
中
鶴
二
丁
目
」「
中

鶴
一
区
」「
岩
瀬
西
町
一
区
」「
岩
瀬
西

町
二
区
」
の
９
自
治
会
を
通
っ
て
い
ま

す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
自
治
会
で
は
、
堀
川

を
守
ろ
う
と
す
る
取
り
組
み
が
長
く
実

施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
平
成
24
年
４
月
に
発
足
し
た

河
川
愛
護
団
体
「
新
々
堀
川
を
守
る
会
」

の
代
表
を
務
め
る
力
丸
正
行
さ
ん
を
取

材
。
同
会
は
、「
中
町
」「
屋
島
」「
川
端
」

「
中
鶴
三
区
」「
中
鶴
二
丁
目
」「
中
鶴
一
区
」

の
６
自
治
会
で
組
織
さ
れ
、
主
に
清
掃

活
動
な
ど
の
環
境
整
備
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
力
丸
さ
ん
は
「
歴
史
あ
る
堀

川
を
残
し
て
い
く
に
は
、
地
元
住
民
の

意
識
の
問
題
が
大
き
い
。
現
状
と
し
て

は
、
私
た
ち
が
生
活
し
て
い
る
中
で
排

出
さ
れ
る
雑
排
水
は
堀
川
に
流
入
し
て

い
ま
す
。
だ
か
ら
、
堀
川
が
私
た
ち
の

生
活
を
担
っ
て
く
れ
て
い
る
と
言
っ
て
も

過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と
話
し
ま
す
。

　

し
か
し
、
河
川
は
行
政
が
管
理
す
る

も
の
と
い
う
考
え
か
ら
か
、
堀
川
を
守

る
と
い
う
意
識
は
薄
い
の
が
現
実
で
、

い
か
に
し
て
そ
の
意
識
の
向
上
を
図
る

か
が
課
題
だ
と
言
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
、

清
掃
活
動
を
こ
れ
ま
で
続
け
て
き
て
、

不
法
投
棄
が
年
々
少
な
く
な
り
、
川
は

き
れ
い
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。「
川
が

き
れ
い
に
な
る
と
い
う
こ
と
は
、
み
ん

な
が
少
し
ず
つ
堀
川
に
対
し
て
関
心
を

持
っ
て
き
て
く
れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の

だ
と
思
い
ま
す
」。

　

地
域
の
高
齢
化
が
進
ん
で
い
て
、
活

動
に
あ
た
る
人
員
を
確
保
す
る
こ
と
が

困
難
だ
と
い
う
問
題
も
起
こ
っ
て
い
ま

す
。
そ
れ
で
も
、
で
き
る
範
囲
の
こ
と

今は私たちの世代が中心と
なって活動していますが、
これから先どうなっていく
のかわからないという不安
があります。私たちの時代
で堀川の歴史を終わらせて
はならないという思いで活
動しています。これからは、
堀川流域の９つの自治会が
一体となってこの堀川を守
り育てていきたいですね。

力丸 正行 さん
（長津二丁目）

Interview

「汚い堀川をなんとかしよう」。そ
んな思いから始まった堀川いっせ
い清掃。中間市、北九州市、水
巻町で清掃を行います。年々参加
者は増え、平成 23 年は全地域で
390 人が参加しました。今年は９
月 29 日に実施。初めて参加した
足立剛史さん（中間三丁目）は「転
入したばかりで堀川のことは知ら
なかった。自分たちが住む地域を
流れる川なので、少しでもきれい
になるよう地域に根差した活動を
続けていきたい」と話しました。

広域的な取り組みで堀川のまちづくりを考える　●堀川まちおこし実行委員会

　

堀
川
を
昔
の
よ
う
に
地
域

に
愛
さ
れ
る
川
に
甦
ら
せ
た
い

と
い
う
思
い
で
、
平
成
13
年
度

に
堀
川
ま
ち
お
こ
し
実
行
委
員

会
が
発
足
し
ま
し
た
。中
間
市
、

北
九
州
市
、
水
巻
町
の
住
民
と

行
政
が
一
体
と
な
っ
て
活
動
を

進
め
て
い
ま
す
。

　

活
動
の
一
つ
で
あ
る
「
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
風
車
作
り
」。
こ
れ

は
、
堀
川
再
生
の
学
習
と
と
も

に
、
物
を
大
事
に
す
る
心
を
養

う
と
い
う
環
境
学
習
も
兼
ね
た

取
り
組
み
と
し
て
定
着
し
て
い

ま
す
。
４
年
生
に
な
れ
ば
作
成

で
き
る
と
、
子
ど
も
た
ち
も
楽

し
み
に
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

ま
た
、「
堀
川
い
っ
せ
い
清

掃
」
は
、
堀
川
を
こ
れ
か
ら
も

大
切
に
守
ろ
う
と
、
上
流
か
ら

下
流
ま
で
を
一
斉
に
清
掃
す
る

も
の
で
、
毎
年
多
数
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
み
な
さ
ん
が
参
加
し

て
い
ま
す
。
い
ず
れ
の
取
り
組

み
も
広
域
的
な
活
動
で
あ
る
こ

と
に
意
義
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
各
自
治
体
に

よ
り
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
目
的
は
一
つ
。

堀
川
で
流
域
全
体
の
交
流
や

連
携
を
深
め
、
少
し
で
も
堀
川

の
ま
ち
づ
く
り
、
ま
ち
お
こ
し

に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と

を
目
ざ
し
て
い
ま
す
。

企画政策課長
藤崎 幹彦
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去
の
遺
産
」
と
い
う
印
象
を
持
た
れ
か

ね
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
歴
史
的
な
背
景

を
見
れ
ば
、
何
気
な
く
暮
ら
し
て
い
る

現
在
の
私
た
ち
に
、
堀
川
の
恩
恵
が
皆

無
で
あ
る
と
は
言
い
切
れ
ま
せ
ん
。
堀

川
は
人
々
に
自
然
や
生
活
を
与
え
て
く

れ
ま
し
た
。
私
た
ち
の
遠
い
祖
先
の
こ

ろ
か
ら
恩
恵
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
今

の
私
た
ち
が
あ
る
の
で
す
。

　
「
堀
川
に
昔
の
よ
う
な
美
し
さ
を
取

り
戻
し
た
い
」。
そ
の
よ
う
な
思
い
で

堀
川
に
関
わ
っ
て
い
る
人
た
ち
が
３
つ

の
自
治
体
に
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
そ
の

活
動
は
堀
川
再
生
へ
と
つ
な
が
る
だ
け

で
は
な
く
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
、

郷
土
を
愛
す
る
気
持
ち
、
堀
川
へ
の
感

謝
の
気
持
ち
を
生
み
ま
し
た
。

　

堀
川
と
の
関
わ
り
の
中
か
ら
、
副
産

物
と
し
て
私
た
ち
に
残
し
て
く
れ
た
も

の
は
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
す
。

堀
川
を
改
め
て
見
直
す
き
っ
か
け
に

　　

中
間
唐
戸
築
造
250
周
年
を
迎
え
た
今

年
、
中
間
市
で
開
催
さ
れ
た
九
州
堀
川

サ
ミ
ッ
ト
。
堀
川
に
関
係
す
る
九
州
の

市
町
が
集
い
、
堀
川
の
保
存
・
活
用
方

法
や
地
域
の
活
性
化
を
考
え
、
文
化
遺

産
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
な
ど
の

議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。「
貴
重
な

文
化
遺
産
で
あ
る
堀
川
の
価
値
を
知
っ

て
も
ら
い
た
い
」
と
い
う
願
い
が
込
め

ら
れ
た
こ
の
サ
ミ
ッ
ト
に
は
、
堀
川
に

ゆ
か
り
が
あ
る
団
体
や
人
な
ど
約
350
人

が
会
場
に
集
結
し
ま
し
た
。

　

中
間
市
、
北
九
州
市
、
水
巻
町
を
流

れ
る
堀
川
は
、
そ
の
場
所
に
よ
り
、
さ

ま
ざ
ま
な
表
情
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
自
然
豊
か
な
場
所
も
あ
れ
ば
近
代

的
な
場
所
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、

そ
れ
ぞ
れ
の
良
さ
を
生
か
し
な
が
ら
広

域
的
な
視
点
で
堀
川
を
と
ら
え
る
こ
と
、

そ
し
て
自
治
体
間
の
連
携
を
図
り
な
が

ら
行
政
と
住
民
が
一
体
と
な
っ
て
再
生

を
考
え
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

サ
ミ
ッ
ト
を
一
つ
の
き
っ
か
け
と
し

て
、
改
め
て
一
人
ひ
と
り
が
堀
川
の
こ

と
を
考
え
る
こ
と
が
必
要
な
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

堀
川
が
残
し
た
も
の

　

石
炭
の
輸
送
経
路
の
大
動
脈
と
し
て

近
代
化
日
本
を
支
え
て
き
た
堀
川
。
近

年
で
は
、そ
の
役
割
を
果
た
し
終
え
、「
過

中間市長、北九州市長、日南市副市長、水巻町長が参
加し、堀川の将来について語りました。

歴史を見ると、川は人類に多大な恩恵を与え
てきました。この堀川も同じです。しかし、
貴重な文化財にもかかわらず、その歴史を知
らない人が多いのが現状です。まちづくりを
考えるとき、大切なことは自分が生まれ育っ
た地の変遷を知ること。地域を知れば、もっ
とよいまちにしようという心が芽生え、郷土
愛につながります。活動の主役は住民。行政
は住民が楽しく活動できるようにサポートす
ることが望まれます。住民と行政の連携、そ
して中間市、北九州市、水巻町の連携により、

堀川がみんなのオア
シスのような憩いの
場となれば人が集い
活性化するのではな
いでしょうか。過去・
現在を知り、未来へ
つなげることが今を
生きる私たちの役割。
楽しみながら堀川と
関わり、まちづくりに
参加してみませんか。

連携して堀川をオアシスに
堀川まちおこし実行委員会の活動から

末永 勝昭 さん
（九州共立大学経済学部教授）

堀
川
の
こ
れ
か
ら
を
考
え
る

貴
重
な
堀
川
の
価
値
を
た
く
さ
ん
の
人
に
知
っ
て
ほ
し
い
。

行
政
と
住
民
が
一
体
と
な
り
、
広
域
的
な
視
点
で
堀
川
と
向
き
合
う
と
き
、

堀
川
か
ら
の
恩
恵
を
受
け
て
き
た
、
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
と
は
。

九州堀川サミットで「私たちは
遠賀堀川を開削した先人たち
の意思を受け継ぎ、新しい時代
の地域発展と遠賀堀川再生の
ために五つの誓いを宣言しま
す」と宣言文が読み上げられま
した。

遠賀堀川五つの誓い

価値を
再認識する
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みなさんには、歴史ある堀
川の価値を再認識していた
だきたいと思います。中間
市、北九州市、水巻町を流
れるこの堀川は、人と人、
歴史と人をつないでくれる
貴重な存在です。地域と行
政が手を携え、行政間の連
携を図りながら、堀川を利
用した地域活性化に努めて
いきたいと思います。

中間市長
松下 俊男

Interview 私
た
ち
に
で
き
る
こ
と

　　

中
間
市
を
流
れ
る
堀
川
。
こ
の
ま
ま

こ
の
遺
産
を
埋
も
れ
さ
せ
る
わ
け
に
は

い
き
ま
せ
ん
。
み
ん
な
の
手
で
掘
り
起

し
、
磨
き
を
か
け
て
後
世
へ
と
つ
な
い

で
い
く
こ
と
が
ま
ち
づ
く
り
へ
と
つ
な

が
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
一
人
ひ

と
り
が
堀
川
を
意
識
す
る
こ
と
。
時
間

を
か
け
て
関
心
を
持
ち
、
愛
情
を
育
ん

で
い
く
こ
と
が
ス
タ
ー
ト
で
す
。
そ
こ

か
ら
堀
川
に
対
し
て
で
き
る
こ
と
や
、

ア
イ
デ
ア
、
そ
の
手
法
な
ど
が
生
ま
れ

て
く
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
一
度
、
先
人
た
ち
が
生
き
た
時
代
に

思
い
を
馳
せ
な
が
ら
、
堀
川
沿
線
を
の

ん
び
り
歩
い
て
み
ま
せ
ん
か
。
す
る
と

気
づ
く
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
現
在
ま
で
つ

な
が
っ
て
き
た
人
々
の
歴
史
を
、
次
世
代

へ
の
伝
承
を
絶
や
し
て
は
な
ら
な
い
と
。

絶
え
な
い
川
の
流
れ
の
よ
う
に
。

■参考文献　遠賀「堀川」の歴史（中間市歴史民俗資料館）、中間市史、堀川工事の史実（中間郷土史会）ふるさとの思い出写真集中間、
　堀川を考えるシンポジウム報告書、広報みずまき（2004.11.10）、福岡県ホームページ（堀川運河近代化産業遺産認定記念看板）
■資料提供　黒田長政像・黒田継高像（福岡市博物館所蔵）、栗山大膳像（円清寺所蔵）、一田久作像（福岡県立図書館所蔵筑紫遺愛集巻十三）
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中間市からのお知らせ ity newsC
平成25年度地域密着型特別老人ホーム整備事業者などを公募します

●問合先　介護保険課　☎（２４６）６２８３

　
中
間
市
で
は
、「
第
５
期
中
間

市
高
齢
者
総
合
保
健
福
祉
計
画

及
び
介
護
保
険
事
業
計
画
」
に

基
づ
い
て
、
平
成
25
年
度
に
地

域
密
着
型
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
の
整
備
、
地
域
密
着
型
サ
ー

ビ
ス
事
業
の
整
備（
定
期
巡
回
・

随
時
対
応
型
訪
問
介
護
看
護
、

複
合
型
サ
ー
ビ
ス
）を
予
定
し
て

い
ま
す
。
次
の
と
お
り
、
各
整

備
事
業
者
を
公
募
し
ま
す
。

　

地
域
密
着
型
特
別
養
護

　

老
人
ホ
ー
ム
整
備
事
業
者

●
募
集
施
設
数　
１
か
所

※
小
規
模
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
で
、
全
室
個
室
ユ
ニ
ッ
ト
型
、

定
員
29
人
以
下
、
１
ユ
ニ
ッ
ト

の
定
員
は
10
人
以
下
。

●
公
募
対
象
者

○
既
存
の
社
会
福
祉
法
人
、
新

た
に
社
会
福
祉
法
人
を
設
立

す
る
予
定
の
人

○
新
た
に
社
会
福
祉
法
人
を
設

立
す
る
予
定
の
場
合
は
、
平

成
25
年
度
中
に
法
人
設
立
が

可
能
と
認
め
ら
れ
る
人

　

定
期
巡
回
・
随
時
対
応
型

　

訪
問
介
護
看
護
事
業
者

●
募
集
施
設
数　
１
か
所

※
一
体
型
・
連
携
型
ど
ち
ら
で

も
可
能
で
す
。

●
公
募
対
象
者

○
法
人
で
あ
る
こ
と（
法
人
種

別
は
不
問
）

○
３
年
以
上
の
介
護
保
険
事
業

運
営
の
実
績
を
有
し
、
法
人

と
し
て
適
正
か
つ
安
定
し
た

経
営
を
維
持
し
て
い
る
こ
と

　

複
合
型
サ
ー
ビ
ス
事
業
者

●
募
集
施
設
数　
１
か
所

●
公
募
対
象
者

○
法
人
で
あ
る
こ
と（
法
人
種

別
は
不
問
）

○
３
年
以
上
の
介
護
保
険
事
業

運
営
の
実
績
を
有
し
、
法
人

と
し
て
適
正
か
つ
安
定
し
た

経
営
を
維
持
し
て
い
る
こ
と

○
法
人
自
己
所
有
の
建
物
を
新

築
ま
た
は
改
修
す
る
事
業
所

で
あ
る
こ
と

　

い
ず
れ
も

●
事
業
実
施
年
度　
原
則
的
に
、

平
成
25
年
度
中
に
整
備
を
完

了
し
、
平
成
26
年
度
か
ら
事

業
を
開
始
す
る
も
の

●
募
集
期
間　
12
月
10
日
月
～

平
成
25
年
１
月
11
日
金

●
受
付
時
間　
午
前
８
時
30
分

～
午
後
５
時
15
分（
閉
庁
日

を
除
く
）

※
提
出
書
類
の
不
備
な
ど
で
受

理
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
早
め
に
提
出
を
お
願
い

し
ま
す
。
提
出
の
際
は
、
持
参

日
時
を
予
約
の
う
え
、
必
ず

申
請
者
が
来
庁
し
て
く
だ
さ
い

（
ご
希
望
の
日
時
に
予
約
で
き

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
）。

●
応
募
書
類
の
配
布
場
所　
介

護
保
険
課
窓
口

●
応
募
先　
介
護
保
険
課
給

付
係

年末年始のごみとし尿の収集は休みます
●問合先　環境保全課　☎（２４５）５３００

　

ご
み
の
収
集
に
関
す
る
こ
と

●
休
み
期
間　
平
成
25
年
１
月

１
日
火
～
３
日
木

※
12
月
31
日
月
は
、
１
月
３
日

木
が
正
月
休
み
の
た
め
、
通
常

ど
お
り
、
も
え
る
ご
み
の
収
集

を
し
ま
す
。

●
12
月
の
祝
日
な
ど
に
伴
う
収
集

　

12
月
24
日
月
天
皇
誕
生
日
の

振
替
休
日
が
、
ビ
ン
・
カ
ン
、

も
え
る
ご
み
の
収
集
地
区

は
、
収
集
し
ま
す
。

●
遠
賀
・
中
間
リ
レ
ー
セ
ン
タ

ー
へ
の
自
己
搬
入

　

12
月
29
日
土
の
午
前
８
時
30

分
～
11
時
30
分
ま
で
で
す
。

12
月
30
日
日
～
１
月
３
日
木

は
、
遠
賀
・
中
間
リ
レ
ー
セ

ン
タ
ー
が
休
み
の
た
め
自
己

搬
入
で
き
ま
せ
ん

●
粗
大
ご
み
の
受
付

　

12
月
28
日
金
ま
で
で
す
。
12

月
29
日
土
～
１
月
３
日
木
は

休
止
し
ま
す

　

し
尿
の
収
集
に
関
す
る
こ
と

●
休
み
期
間　
12
月
29
日
土
～

１
月
３
日
木

※
正
月
の
来
客
な
ど
で
、
年
末

の
臨
時
収
集
を
希
望
す
る
場
合

は
、
12
月
19
日
水
ま
で
に
環
境

保
全
課
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。
20
日
木
以
降
は
直
接
業
者

へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
た
だ

し
、
業
者
の
受
付
は
12
月
25
日

火
ま
で
で
す
。

※
休
み
期
間
中
は
、
し
尿
収
集

は
一
切
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
早

め
に
便
槽
の
確
認
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

犬
猫
の
捕
獲
、
引
き
取
り
に

　

関
す
る
こ
と

●
休
み
期
間　
12
月
28
日
金
～

１
月
６
日
日

※
引
き
取
り
の
時
間
な
ど
詳

し
く
は
、
宗
像
・
遠
賀
保
健
福

祉
環
境
事
務
所
〔
☎
０
９
４
０

（
３
６
）６
０
９
８
〕
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

12 月の祝日など ビン・カン もえるごみ

12月24日月天皇誕生日の
振替休日が収集日の地区 収集します 収集します

12月31日月が収集日の地区 収集します

 ■12月の祝日などに伴うごみの収集
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腹
筋
を
中
心
に
「
体
幹
」
部

分
を
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
し
ま
す
。

今
回
は
、
初
心
者
向
け
の
内
容

で
す
。
新
年
、
新
し
い
こ
と
に

挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
テ
ー
マ　
自
宅
で
で
き
る
！

は
じ
め
て
の
コ
ア
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

●
日

時　
平
成
25
年
１
月

15
日
火
・
午
後
１
時
30
分
～

３
時（
受
付
は
１
時
～
）

●
場

所　
保
健
セ
ン
タ
ー

●
対

象　
中
間
市
民

※
治
療
中
の
人
は
医
師
か
ら
運

動
制
限
指
示
を
受
け
て
い
な
い

こ
と
が
条
件
で
す
。

●
講

師　
久
家
祐
介
さ
ん

　
（
北
九
州
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

連
絡
会
）

●
持
っ
て
く
る
も
の　
室
内
シ

ュ
ー
ズ
、
健
康
手
帳
、
お
茶

な
ど
の
水
分
補
給

※
動
き
や
す
い
服
装
で
参
加
し

て
く
だ
さ
い
。

●
定

員　

25
人（
申
込
者

多
数
の
場
合
は
抽
選
）

●
申
込
方
法　

１
月
８
日
火
ま

で
に
電
話
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い

※
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
し
込
む
際
は
、

住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
連

絡
先
、
希
望
の
講
座
名
を
明
記

し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
込
先　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
ＦＡＸ（
２
４
６
）３
０
２
４

健康づくりサポート教室（運動編）
●問合先　保健センター　☎（２４６）１６１１

　

ご
家
庭
に
あ
る
露
出
し
た
水

道
管
や
浅
い
所
に
埋
め
て
あ
る

水
道
管
、
太
陽
熱
温
水
器
な
ど

は
、
冬
の
寒
さ
で
凍
結
し
て
水

が
出
な
く
な
っ
た
り
、
ひ
ど
い

と
き
に
は
破
損
し
た
り
し
ま
す
。

　

水
道
管
は
市
販
の
保
温
チ
ュ

ー
ブ
や
布
な
ど
で
保
護
を
し
て

凍
結
し
な
い
よ
う
に
し
、
太
陽

熱
温
水
器
は
事
前
に
水
を
抜
く

な
ど
、
早
め
に
冬
じ
た
く
を
し

ま
し
ょ
う
。

　

天
気
予
報
に
注
意
し
、
氷
点

下
に
な
り
そ
う
な
と
き
や
冷
え

込
む
夜
は
、
ボ
イ
ラ
ー
な
ど
も

凍
結
し
な
い
よ
う
処
置
を
し
ま

し
ょ
う
。

　

夜
間
の
水
道
管
の
凍
結
防
止

に
は
、
蛇
口
か
ら
微
量
の
水
を

垂
ら
す
の
も
有
効
で
す
。
も
し

も
水
道
管
が
凍
っ
た
場
合
は
、

露
出
部
分
な
ど
に
ぬ
る
ま
湯
を

か
け
て
溶
か
し
て
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
と
き
水
道
管
が
破
損
す

る
危
険
が
あ
る
の
で
、
け
っ
し

て
熱
湯
を
か
け
な
い
で
く
だ
さ

い
。
水
が
流
れ
だ
し
た
ら
管
の

破
損
が
な
い
か（
水
洩
れ
し
て

い
な
い
か
）の
確
認
も
お
忘
れ

な
く
。

水道管にも冬じたくを
●問合先　上下水道局工務課　☎（２４６）６２６３

●
期

日　
平
成
25
年
３
月

３
日
日

●
場

所　
九
州
共
立
大
学

（
八
幡
西
区
自
由
ヶ
丘
）ほ
か

３
会
場

●
試
験
の
種
類
と
受
験
料

○
甲
種
…
…
…
５
、０
０
０
円

○
乙
種
全
類
…
３
、４
０
０
円

○
丙
種
…
…
…
２
、７
０
０
円

●
申
込
方
法　
12
月
20
日
木
か

ら
平
成
25
年
１
月
16
日
水（
当

日
消
印
有
効
）ま
で
に（
財
）消

防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
に
願

書
を
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に

よ
る
電
子
申
請
の
受
付
期
間

は
12
月
17
日
月
か
ら
平
成
25

年
１
月
13
日
日
ま
で
で
す
。

詳
し
く
は（
財
）消
防
試
験
研

究
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

○
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://www.shoubo-shiken.
or.jp

※
願
書
と
受
験
案
内
は
、
中
間

市
消
防
署
に
あ
り
ま
す
。

危険物取扱者試験を実施します
●問合先　消防署　☎（２４５）０９０１

　
教
育
委
員
会
で
は
、
中
学
校

の
昼
食
の
選
択
肢
を
新
た
に
提

供
す
る
た
め
に
、
弁
当
の
販
売

事
業
を
行
い
ま
す
。
次
の
と
お

り
募
集
し
ま
す
の
で
、
必
要
書

類
を
添
付
し
て
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。 

●
提
出
書
類　
「
事
業
者
の
募

集
に
つ
い
て
【
中
学
校
昼
食

事
業
】（
様
式
1
）」 

●
提
出
締
切　
平
成
24
年
12
月

25
日
火
・
当
日
消
印
有
効 

●
提
出
部
数　
１
部 

※
提
出
書
類（
募
集
要
項
）は
、

教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
で
配

付
し
ま
す
。
中
間
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。

○
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w

w
.city.nakam

a.

　

lg.jp/ 

●
提
出
先
　
学
校
教
育
課

中学校昼食事業の事業者を募集
●問合先　学校教育課　☎（２４６）６２２２

中間市役所代表 ☎（２４４）１１１１ http://www.city.nakama.lg.jp
Nakama

Infomation
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ま
も
ろ
う
健
康
、
受
け
よ
う

健
診

　

今
年
度
最
後
の
集
団
健
診
の
受

付
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
だ
受
診

し
て
い
な
い
人
は
ぜ
ひ
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

●
期

日　
平
成
25
年
１
月
27

日
日
～
30
日
水

●
場

所　
保
健
セ
ン
タ
ー

※
28
日
は
ハ
ピ
ネ
ス
な
か
ま
。

●
申
込
締
切　
12
月
25
日
火

●
申
込
方
法　
健
康
づ
く
り
カ
レ

ン
ダ
ー
内
の
「
集
団
健
診
申
込

ハ
ガ
キ
」
ま
た
は
、
は
が
き
に

必
要
事
項（
住
所
、
氏
名
、
連

絡
先
、
希
望
す
る
健
診
名
、
希

望
日
）を
記
入
の
う
え
、
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

の
申
し
込
み
も
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

■
が
ん
検
診
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
の
有

効
期
限
は
2
月
28
日
ま
で
で
す

　

昨
年
度
に
特
定
の
年
齢
に
達
し

た
人
へ
子
宮
頸
が
ん
、
乳
が
ん
、

大
腸
が
ん
に
関
す
る
検
診
手
帳
と
、

検
診
費
用
が
無
料
と
な
る
が
ん
検

診
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
を
5
月
下
旬

に
送
付
し
て
い
ま
す
。
有
効
期
限

は
、
平
成
25
年
2
月
28
日
ま
で
で

す
。
例
年
、
有
効
期
限
ぎ
り
ぎ
り

に
受
診
す
る
人
が
多
い
の
で
、
ぜ

ひ
早
め
に
受
け
て
く
だ
さ
い
。

※
特
定
の
年
齢
と
は
、
子
宮
頸
が

ん
は
20
、
25
、
30
、
35
、
40
歳
、

乳
が
ん
と
大
腸
が
ん
は
40
、
45
、

50
、
55
、
60
歳
で
す
。

●
申
込
・
問
合
先　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
（
蓮
花
寺
三
丁
目
1
‐
6
）

　
☎（
２
４
６
）１
６
１
１

　
ＦＡＸ（
２
４
６
）３
０
２
４

種類 対象者※ 検診内容 集団健診自己負担

わかば健診 20 ～ 39歳
診察、血液検査、尿検査、
血圧測定、身体測定

500円

特定健診
40～ 74歳の
中間市国民健康
保険加入者

無料

大腸がん検診

40 歳以上

免疫便潜血検査 300円

肺がん検診 胸部レントゲン撮影
必要に応じて喀

か く た ん

痰検査
胸部レントゲン撮影…200円
喀痰検査………500円

胃がん検診 バリウムを用いたレントゲン撮影 800円

子宮がん検診 20 歳以上 子宮頸部の細胞診 600円

乳がん検診 30 歳以上 30歳代は視触診、40歳以上は
視触診とマンモグラフィ

30歳代…400円
40歳代…1,400 円
50歳以上…1,000 円

骨粗しょう症
検診 20 歳以上 腕のレントゲン撮影 2,415 円

■集団健診

おすすめ 料理レシピ

中間市食生活改善推進会（緑の会）による、身体に優しいレシピを大公開。

あなたも作ってみませんか

健康ファミリー

保健センター☎（２４６）１６１１

あなたの健康づくりのために

Health
Care

※年齢は平成25年３月 31日現在。

①�大根は 5㎝のせん切り、にんじんは４
㎝のせん切りにする。ごぼうは皮をこ
そげ、ささがきにして水にさらす。干
ししいたけは戻して、せん切りにする。
油揚げは熱湯をかけてせん切りにする
②�鍋に油を熱し、①の材料を炒め、しい
たけの戻し汁と調味料を加えて味をな
じませ、火を止める
③器に盛り付け、すりごまをかける

炒めなます

大根…160㌘、にんじん…30
㌘、ごぼう…60㌘、干しし
いたけ…２枚、油揚げ…10
㌘、サラダ油…小さじ２、し
いたけの戻し汁…大さじ３、
砂糖…大さじ１弱、うす口しょ
うゆ…小さじ２と１／２、酢…
大さじ１と２／３、みりん…小さじ
２／３、すりごま…大さじ１弱

材料（４人分） 作り方

エネルギー：84㎉
食塩：0.7ℊ
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やっちゃれ
環境

環境保全課☎（２４６）６２６５

平成24年度のもえるごみ搬入量は、対23年度比５％の減量
を目標にしています。ごみの減量化・資源化にご協力をお
願いします。

もえるごみ搬入量状況

消費生活相談窓口☎（２４６）５１１０

今月のテーマ

ら し の

ミ カ タ ♪

く
知っ得！

「還付金詐欺」が
横行しています

不
法
投
棄
は

絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う

　

12
月
は
年
末
の
大
掃
除
な
ど
も

あ
り
、
各
家
庭
で
ご
み
を
捨
て
る

量
が
増
え
る
と
思
わ
れ
ま
す
が
、

不
法
投
棄
を
行
っ
て
し
ま
う
と
景

観
を
損
ね
る
の
は
も
ち
ろ
ん
、
水

質
や
土
壌
の
汚
染
な
ど
環
境
へ
の

影
響
も
心
配
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

不
法
投
棄
は
法
律
に
よ
り
禁
止
さ

れ
て
お
り
、
違
反
者
は
５
年
以
下

の
懲
役
ま
た
は
１
、０
０
０
万
円

以
下
の
罰
金
に
処
さ
れ
ま
す
。
き

ち
ん
と
決
め
ら
れ
た
方
法
・
場
所
・

手
順
に
従
っ
て
ご
み
を
捨
て
、
市

民
全
員
で
不
法
投
棄
の
防
止
に
取

り
組
み
ま
し
ょ
う
。

ご
み
の
減
量
に
ご
協
力
を

　

大
量
発
生
・
大
量
消
費
、
大
量

廃
棄
の
結
果
、
毎
日
多
く
の
ご
み
が

排
出
さ
れ
て
い
る
現
在
、
中
間
市
の

ご
み
の
量
は
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
に

よ
り
年
々
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
23
年
度
の
も
え
る
ご
み

の
量
は
１
、１
５
７
万
８
、２
１
０

㎏
で
、
22
年
度
と
比
較
す
る
と

11
万
３
、７
２
０
㎏
の
減
量
成
果
を

あ
げ
、
228
万
円
の
ご
み
処
理
経
費
を

削
減
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
依
然
と
し
て
、
も
え

る
ご
み
を
１
ト
ン
２
万
円
で
北
九

州
市
に
焼
却
委
託
し
、
処
理
費
と

し
て
１
年
に
２
億
３
千
２
百
万
円

近
く
の
経
費
が
か
か
っ
て
い
ま

す
。
さ
ら
な
る
ご
み
の
減
量
化
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

資
源
ご
み
は

拠
点
回
収
ボ
ッ
ク
ス
へ

　
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
食
品
ト
レ
イ
や

紙
パ
ッ
ク
は
、
も
え
る
ご
み
と
し
て

排
出
す
る
と
た
だ
の
ご
み
に
し
か

な
り
ま
せ
ん
が
、
分
別
し
資
源
ご

み
と
し
て
回
収
さ
れ
れ
ば
、
貴
重

な
資
源
と
な
り
ま
す
。
市
内
の
公

共
施
設
や
ス
ー
パ
ー
に
設
置
し
て

あ
る
拠
点
回
収
ボ
ッ
ク
ス
を
利
用

す
る
と
、
無
料
で
処
分
で
き
ま
す
。

※
最
近
、
拠
点
回
収
ボ
ッ
ク
ス
に
、

家
庭
ご
み
が
捨
て
ら
れ
て
い
る
な
ど
、

マ
ナ
ー
の
悪
い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

マ
ナ
ー
を
守
っ
た
資
源
回
収
に
ご
協

力
く
だ
さ
い
。

野
良
猫
・
ハ
ト
の
無
責
任
な

餌
付
け
は
や
め
ま
し
ょ
う

　
飼
う
意
志
の
な
い
人
が
、
無
責

任
に
野
良
猫
や
ハ
ト
に
エ
サ
を
や

る
こ
と
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
ト
ラ
ブ

ル
と
な
っ
て
い
ま
す
。
特
に
、
放

置
さ
れ
た
ふ
ん
や
尿
は
衛
生
上
悪

く
、
周
辺
の
住
民
は
と
て
も
い
や

な
思
い
を
し
ま
す
。
生
き
物
に
、

安
易
に
エ
サ
を
与
え
る
こ
と
は
動

物
の
た
め
に
も
、
私
た
ち
の
生
活

環
境
の
た
め
に
も
な
ら
な
い
こ
と

を
認
識
し
て
く
だ
さ
い
。

■
相
談
事
例

　

社
会
保
険
事
務
所
の
職
員

を
名
乗
る
男
か
ら
、「
５
年
間

の
社
会
保
険
関
係
の
還
付
金
が

３
６
、
８
０
０
円
あ
り
ま
す
。

手
続
き
が
今
日
ま
で
と
な
っ
て

い
ま
す
の
で
、
急
い
で
手
続
き

し
て
く
だ
さ
い
」
と
電
話
が
あ

っ
た
。

　

言
わ
れ
た
と
お
り
の
電
話
番

号
に
電
話
し
た
と
こ
ろ
、「
シ

ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
Ａ
Ｔ

Ｍ
で
な
け
れ
ば
手
続
き
が
で
き

な
い
」
と
言
わ
れ
た
の
で
、
近

く
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

へ
行
き
、
再
度
連
絡
し
、
電
話

で
指
示
さ
れ
た
と
お
り
に
Ａ
Ｔ

Ｍ
を
操
作
し
た
。

　

自
宅
に
帰
っ
て
、
振
込
票
を

確
認
し
て
み
る
と
、
遠
方
の
信

用
金
庫
に
お
金
を
振
り
込
ん
だ

こ
と
に
な
っ
て
い
る
よ
う
だ

が
、
だ
ま
さ
れ
た
の
か
。

■
ア
ド
バ
イ
ス

　
「
還
付
金
詐
欺
」
と
は
、
公

務
員
な
ど
を
装
っ
て
「
税
金
や

医
療
費
な
ど
を
返
還
し
ま
す
」

「
還
付
金
が
あ
り
ま
す
」
と
、

お
金
が
返
還
さ
れ
る
か
の
よ
う

に
偽
り
、
逆
に
現
金
を
だ
ま
し

取
ろ
う
と
す
る
詐
欺
で
す
。

　

公
共
機
関
か
ら
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
で

の
手
続
き
を
案
内
し
た
り
、
電

話
で
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
操
作
を
指
示
し

た
り
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

相
手
が
公
的
機
関
の
連
絡
先
と

称
し
て
仲
間
の
電
話
番
号
を
教

え
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
の
で
注
意

し
ま
し
ょ
う
。
還
付
金
や
払
戻

金
が
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
、
相

手
の
言
う
電
話
番
号
を
す
ぐ
に

信
用
せ
ず
、
電
話
帳
な
ど
で
、

再
度
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　

も
し
、
不
審
な
電
話
が
あ
れ

ば
、
消
費
生
活
相
談
窓
口
や
警

察
へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

24 年度 23 年度 差
（24 年度－ 23 年度） 減量率

10 月 1,026,840kg 965,300kg 61,540 △ 6.4％

累計 6,923,610㎏ 6,991,760㎏ △ 68,150㎏ 1.0％
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今月のテーマ

よくわかる
医療講座

中間市立病院医師が、健康の
ためになる話をお届けします。

62
No

中間市立病院☎（２４５）０９８１

Nakama
Culture

市民図書館だより
Books

☎（２４５）４６６４

市民図書館は、毎月新しい本をそろえて
います。市民図書館に来れば、運命的な
本との出会いがあるかもしれませんよ。

●日 時　12月15日土・午前11時～
●内 容　絵本の読み聞かせなど
●協 力　ほっとブックなかま

クリスマス会を開催Funevent

今月の新刊紹介Newarrivals

■
糖
尿
病
性
腎
症
と
は

　

腎
不
全
で
維
持
透
析
と
な
る
病

気
の
中
で
最
も
多
い
疾
患
で
す
。

毎
年
１
万
人
以
上
の
人
が
こ
の
病

気
で
透
析
導
入
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
最
近
は
「
心
腎
連
関
」

と
言
っ
て
、
心
臓
と
腎
臓
は
密
接

に
関
連
し
あ
っ
て
い
て
、
ど
ち
ら

か
が
悪
く
な
る
と
、
も
う
一
方
も

悪
く
な
る
こ
と
が
分
か
っ
て
き
ま

し
た
。

　

例
え
ば
腎
臓
の
機
能
が
３
割
を

切
る
と
、
心
筋
梗
塞
な
ど
で
亡
く

な
る
確
率
が
10
倍
程
度
に
高
く
な

る
の
で
す
。

　

さ
ら
に
、
糖
尿
病
は
、
そ
れ
に

輪
を
か
け
て
維
持
透
析
と
な
る
リ

ス
ク
が
高
い
こ
と
も
明
ら
か
に
な

っ
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
糖
尿
病
性

腎
症
は
し
っ
か
り
治
療
が
必
要
と

い
う
わ
け
で
す
。

　

し
か
し
、
ま
だ
ま
だ
誤
解
が
あ

り
ま
す
。
自
分
は
症
状
が
な
い
か

ら
大
丈
夫
と
い
う
人
が
大
勢
い
る

の
で
す
。

■
糖
尿
病
性
腎
症
は

　
　
　
　
　
サ
イ
レ
ン
ト
キ
ラ
ー

　

今
で
も
た
ま
に
遭
遇
す
る
の
で

す
が
、
症
状
が
な
い
の
で
自
分
は

糖
尿
病
は
治
っ
た
と
思
っ
て
ほ
っ

た
ら
か
し
て
、
数
年
後
、
足
が
パ

ン
パ
ン
に
腫
れ
て
き
た
の
で
受
診

し
た
ら
、
腎
不
全
だ
っ
た
と
い
う

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
風
邪
や
胆
石

な
ど
と
違
い
、
咳
や
痛
み
の
症
状

が
な
い
の
が
、
こ
の
病
気
の
特
徴

で
す
。
こ
れ
が
、
サ
イ
レ
ン
ト
キ

ラ
ー
、
静
か
な
る
殺
し
屋
と
も
呼

ば
れ
て
い
る
所
以
で
す
。

　

考
え
て
み
れ
ば
、
な
に
も
検
査

せ
ず
に
悪
玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が

今
月
は
○
○

mg/dl 

、
血
圧
が
今
は
○

○
mmHg 

と
い
う
の
が
分
か
る
ん
だ
っ

た
ら
、
検
査
技
師
も
血
圧
計
も
い

ら
な
い
で
す
よ
ね
。
そ
れ
と
同
じ

で
、
血
糖
が
120 

mg/dl 

な
の
か
200 

mg/dl
な

の
か
、
蛋
白
尿
が
出
て
る
の
か
出

て
な
い
の
か
、
や
っ
ぱ
り
検
査
し

な
い
と
分
か
ら
な
い
ん
で
す
。

■
定
期
的
に
健
診
を
受
け
よ
う

　

糖
尿
病
性
腎
症
は
、
癌
と
違
っ

て
、
腎
不
全
に
な
る
10
年
前
か
ら

尿
検
査
で
診
断
可
能
で
す
し
、
予

防
策
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
今

で
は
、
病
院
で
定
期
的
に
検
査
を

受
け
れ
ば
す
ぐ
に
わ
か
る
の
で
、

健
診
す
ら
受
け
な
い
人
に
は
サ
イ

レ
ン
ト
キ
ラ
ー
で
す
が
、
そ
の
病

気
で
定
期
的
に
医
師
の
診
察
を
受

け
て
い
る
人
と
っ
て
は
、
逆
に
細

か
い
部
分
ま
で
チ
ェ
ッ
ク
し
て
も

ら
え
る
の
で
、
い
わ
ば
「
健
康
ガ

イ
ド
さ
ん
」
と
い
え
ま
す
。

　

糖
尿
病
性
腎
症
が
、
サ
イ
レ
ン

ト
キ
ラ
ー
と
な
る
か
、
健
康
ガ
イ

ド
さ
ん
と
な
る
か
は
、
あ
な
た
次

第
な
の
で
す
。

糖尿病性腎症
中間市立病院内科

稲田 良郁医師

小さなりゅうとふしぎな木
長井るり子・作　小倉正巳・絵
　小さなりゅうのビックリは、あらし
島に伝わる昔話を聞きました。あらし
島にあった木や花は、ほかの島に逃げ
出してしまったというのです。逃げ出
した木と花を探しに出かけたビックリ
は…。「小さなりゅう」シリーズ。

白き隣人
石岡琉衣・著
　女性ライターのマンションに届いた
宅配便。その中身は目を覆わんばかり
のおぞましいものだった。見えない狙
い、噛み合わない会話、やまない嫌
がらせ。誰がクロで誰がシロなのか？
恐怖と狂気のホラーサスペンス。
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消費者相談
■場所 産業振興課（市役所別館２階）

悪質商法などの相談に応じます。
●�受付　月曜日〜金曜日・午前９時〜

午後４時
●問合先　消費生活相談窓口☎（２４６）５１１０

家庭児童相談
■場所 家庭児童相談係（市役所 3 階）

子どもの養育（しつけ、養育者の問題）
など児童に関する相談をお受けします。
●�受付　月曜日〜金曜日・午前９時〜

午後５時
●問合先　こども未来課
　☎（２４６）３５１５

悩み・いじめ・教育相談
■場所 少年相談センター（働く婦人の家）

未成年者の非行などの相談に応じます。
●�受付　月曜日〜金曜日・午前９時〜

午後５時
●問合先　少年相談センター☎（２４６）０４８４

女性のための悩みごと相談
■場所 人権男女共同参画課（人権センター）

あなたが納得のいく生き方ができるよ
うお手伝いします。
●�受付　月曜日〜金曜日・午前８時30

分〜午後５時15分
●問合先　人権男女共同参画課
　☎（２４５）７８０１

補聴器相談
■場所 福祉支援課・ハピネスなかま

●�日時　毎月第１〜４火曜日・午後１時〜
２時は福祉支援課（市役所１階）、午後２
時30分〜３時30分はハピネスなかま
●問合先　福祉支援課☎（２４６）６２８２

Free
Consultation

無料相談
コーナー

〜気軽に利用してください〜

　

ま
ず
私
が
こ
の
問
題
に
つ
い
て
書
こ

う
と
思
っ
た
理
由
は
、
少
し
前
か
ら
い

じ
め
に
よ
る
自
殺
が
増
え
て
い
る
と
ニ

ュ
ー
ス
で
よ
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る

と
思
い
ま
す
。
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
考

え
て
い
き
ま
す
。

　
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
を
見
て
思
っ
た
こ
と

は
、
な
ぜ
い
じ
め
は
存
在
す
る
の
か
と

い
う
こ
と
で
す
。
み
ん
な
仲
良
く
だ
と

か
い
じ
め
は
絶
対
だ
め
だ
と
か
み
ん
な

が
言
っ
て
い
る
の
に
い
じ
め
は
無
く
な

り
ま
せ
ん
。
そ
れ
も
そ
う
で
す
。
言
葉

だ
け
で
無
く
な
る
な
ら
も
う
と
っ
く
に

無
く
な
っ
て
ま
す
。
で
も
無
く
な
っ
て

な
い
で
す
よ
ね
？
や
っ
ぱ
り
、
誰
か
が

勇
気
を
出
し
て
、
行
動
し
な
け
れ
ば
い

じ
め
は
無
く
な
り
ま
せ
ん
。
い
じ
め
は

ひ
ど
い
と
言
う
人
達
は
、
今
の
い
じ
め

の
現
状
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？
被
害
者

が
ど
ん
な
風
に
い
じ
め
ら
れ
る
か
を
。

Ａ
君
の
場
合
は
、
朝
の
写
真
撮
影
だ
と

言
っ
て
全
裸
に
さ
せ
ら
れ
写
真
を
撮
ら

れ
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
の
せ
ら
れ
た

り
さ
れ
た
そ
う
で
す
。
ま
た
Ｃ
さ
ん
の

場
合
は
、
汚
い
と
ト
イ
レ
に
閉
じ
こ
め

ら
れ
て
息
が
出
来
な
い
く
ら
い
大
量
の

水
を
あ
び
せ
ら
れ
た
そ
う
で
す
。
ま
だ

ま
だ
た
く
さ
ん
の
こ
と
が
あ
り
ま
す
が

こ
れ
が
現
状
で
す
。
そ
ん
な
私
に
も
い

じ
め
の
経
験
が
あ
り
ま
す
。
私
は
、
小

学
生
の
こ
ろ
い
じ
め
に
あ
い
ま
し
た
。

そ
の
い
じ
め
は
、
中
三
に
な
っ
た
今
で

も
鮮
明
に
覚
え
て
い
ま
す
。
始
ま
り
は

グ
ル
ー
プ
の
中
心
を
怒
ら
せ
た
こ
と
か

ら
で
し
た
。
そ
の
日
か
ら
仲
が
良
か
っ

た
子
た
ち
の
態
度
も
一
変
し
ま
し
た
。

私
は
、
か
さ
で
た
た
か
れ
、
顔
や
体
を

殴
ら
れ
て
、
心
も
体
も
ズ
タ
ズ
タ
に
な

り
ま
し
た
。
で
も
家
族
に
は
言
い
ま
せ

ん
で
し
た
。
で
も
先
生
に
は
相
談
し
ま

し
た
。
し
か
し
、
学
校
で
の
中
心
の
子

の
態
度
が
お
と
な
し
か
っ
た
た
め
信
じ

て
も
ら
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
ど
れ
だ
け

ひ
ど
い
い
じ
め
が
あ
っ
て
も
私
は
学
校

を
休
み
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
が

ま
ん
を
し
す
ぎ
て
私
は
、
ご
飯
を
食
べ

ら
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
を
見
た

母
が
私
を
病
院
に
連
れ
て
行
き
ま
し

た
。
診
断
結
果
は
「
ス
ト
レ
ス
」
に
よ

る
も
の
、
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
母
は
び

っ
く
り
し
て
い
ま
し
た
。
た
っ
た
小
四

の
子
に
ス
ト
レ
ス
と
言
う
言
葉
を
言
わ

れ
た
か
ら
で
す
。
そ
こ
で
、
母
は
お
か

し
く
思
い
私
を
問
い
つ
め
ま
し
た
。
私

は
、
い
じ
め
ら
れ
て
い
る
事
を
す
べ
て

母
に
話
し
ま
し
た
。
や
は
り
母
は
泣
い

て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
母
は
、
学
校
に

電
話
を
し
て
後
日
話
し
合
い
が
開
か
れ

ま
し
た
。
そ
こ
で
い
じ
め
問
題
が
お
お

や
け
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
い
じ

め
の
グ
ル
ー
プ
は
謝
り
に
来
て
私
は
許

し
ま
し
た
。

　
で
も
、
や
っ
ぱ
り
心
の
傷
は
付
い
た

ま
ま
で
す
。
だ
け
ど
い
じ
め
を
経
験
し

た
か
ら
言
え
る
事
が
あ
り
ま
す
。
人
は

よ
く
、
い
じ
め
ら
れ
る
側
に
も
問
題
が

あ
る
と
い
い
ま
す
。
で
も
ど
ん
な
理
由

が
あ
っ
て
も
い
じ
め
を
し
て
い
い
理
由

に
は
、
な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
と
、
今
い

じ
め
を
受
け
て
い
る
人
。
今
は
つ
ら
い

し
苦
し
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
で
も
、

怖
が
ら
ず
に
周
り
に
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。
き
っ
と
家
族
は
、
あ
な
た
を
助
け

て
く
れ
ま
す
。
周
り
の
見
て
い
る
人
、

あ
な
た
の
一
言
で
変
わ
る
か
も
し
れ
な

い
。
少
し
で
も
い
じ
め
が
な
く
な
る
か

も
し
れ
な
い
。
た
っ
た
少
し
の
勇
気
が

何
か
を
変
え
る
ん
で
す
。
だ
か
ら
勇
気

を
出
し
て
「
や
め
て
」
の
一
言
を
言
っ

て
く
だ
さ
い
。

私たちが感じた人権問題
「いじめ」について

阿南　菜々 さん
（中間南中学校３年）
平成23年度小・中学校人権作文から

人権標語

思いやり　いじめをたおす　特効薬
 　　中間中学校３年 天神　拓真さん

止めなさい　一歩踏みだす　そのゆうき
 　中間北中学校３年 西田　祐一郎さん

ほっとする　そんな一言　思いやり
 　　底井野小学校６年 石田　爽さん

心配ごと相談
■場所 ハピネスなかま

●�日時　１月５日土、18日金、24日木・
午後３時〜５時（前日まで窓口で予約受
付・受付時間は月曜日〜金曜日の午前
８時30分〜午後５時15分・定員10人）
●問合先　中間市社会福祉協議会
　☎（２４４）１２３０

行政相談
■場所 ハピネスなかま

行政への苦情・要望などの相談に応じます。
●�日時　１月５日土、18日金・午後３時

〜５時
●問合先　総務課☎（２４６）６２３２

県巡回交通事故相談
■場所 ハピネスなかま

●�日時　１月９日水・午前10時〜午後４
時（受付は午後３時まで）
●問合先　安全安心まちづくり課
　☎（２４６）２０１７
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情報

中
間
市
母
子
寡
婦
福
祉
会

年
末
お
楽
し
み
行
事

　
中
間
市
母
子
寡
婦
福
祉
会
で
は
、

母
子
・
父
子
家
庭
な
ど
の
児
童
の

た
め
の
行
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。

年
末
の
お
楽
し
み
行
事
と
し
て
、

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
を
行
い
ま
す
。

●
日

時　
12
月
27
日
木
・
午

前
９
時

●
集
合
場
所　
市
民
図
書
館
前
ロ

ー
タ
リ
ー

※
帰
着
時
間
は
午
後
２
時
～
３
時

の
予
定
で
す
。

●
参
加
対
象　
小
学
生
と
中
学
生

※
参
加
料
、
昼
食
代
は
無
料
で
す
。

●
申
込
締
切　
12
月
17
日
月

●
申
込
・
問
合
先　
市
役
所
売
店

　
☎（
２
４
４
）１
１
１
１

製
造
事
業
所
の
み
な
さ
ん
へ

　

平
成
24
年
工
業
統
計
調
査
は
、

我
が
国
に
お
け
る
工
業
の
実
態
を

明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す

る
重
要
な
調
査
で
、
統
計
法
に
基

づ
く
報
告
義
務
の
あ
る
基
幹
統
計

調
査
と
し
て
製
造
事
業
所
を
対
象

に
12
月
31
日
時
点
で
実
施
し
ま
す
。

　

調
査
の
結
果
は
中
小
企
業
施
策

や
地
域
振
興
な
ど
、
国
や
地
域
行

政
施
策
の
た
め
の
基
礎
資
料
と
し

て
利
活
用
さ
れ
、
調
査
票
に
記
入

し
て
い
た
だ
い
た
内
容
は
、
統
計

作
成
の
目
的
以
外(

税
金
の
資
料

な
ど)

に
使
用
す
る
こ
と
は
絶
対

に
あ
り
ま
せ
ん
。 

　

調
査
の
趣
旨
・
必
要
性
を
ご
理

解
い
た
だ
き
、
ご
回
答
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。 

経
済
産
業
省
・
福
岡
県
・
中
間
市

ご
存
じ
で
す
か

児
童
の
権
利
に
関
す
る
条
約

　

１
９
８
９
年
の
国
際
連
合
総

会
で
採
択
さ
れ
、
日
本
で
は

１
９
９
４
年
に
発
効
し
た
「
児
童

の
権
利
に
関
す
る
条
約
」
は
、
18

歳
未
満
の
す
べ
て
の
子
ど
も
の
権

利
や
自
由
を
尊
重
し
、
子
ど
も
に

対
す
る
保
護
と
援
助
を
図
り
、
そ

の
健
や
か
な
成
長
や
幸
せ
の
た
め

に
つ
く
ら
れ
た
も
の
で
す
。

●
条
約
の
主
な
内
容

○
子
ど
も
は
教
育
を
受
け
る
こ
と

や
遊
ぶ
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
べ

き
で
す

○
子
ど
も
は
自
由
に
考
え
、
信
じ
る

こ
と
が
認
め
ら
れ
る
べ
き
で
す

○
家
庭
環
境
に
恵
ま
れ
な
い
子
ど

も
に
保
護
と
援
助
が
与
え
ら
れ

る
べ
き
で
す

○
子
ど
も
は
、
あ
ら
ゆ
る
差
別
や

暴
力
、
虐
待
な
ど
の
不
当
な
扱

い
か
ら
守
ら
れ
る
べ
き
で
す

●
問
合
先　
福
岡
県
新
社
会
推

進
部
青
少
年
課

　
☎
０
９
２（
６
４
３
）３
３
８
７

ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症

対
策
講
習
会
を
開
催

　

ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
に
つ
い
て

正
し
い
知
識
を
持
ち
、
家
族
や
地

域
で
支
援
し
て
い
く
た
め
に
開
催

し
ま
す
。

●
期

日　
平
成
25
年
１
月
17

日
木
、
２
月
21
日
木

●
時

間　
午
後
２
時
～
４
時

　
（
受
付
は
１
時
30
分
～
）

●
場

所　
福
岡
県
宗
像
総
合

庁
舎（
宗
像
市
東
郷
一
丁
目
２
‐

１
）

●
対

象　
ア
ル
コ
ー
ル
依
存

症
者
の
家
族
や
そ
の
周
囲
で
支

援
す
る
人

●
定

員　
90
人
程
度

●
申
込
締
切　
１
月
10
日
木

●
申
込
・
問
合
先　
宗
像
・
遠
賀

保
健
福
祉
環
境
事
務
所

　
☎
０
９
４
０（
３
６
）２
４
７
３

宝
く
じ
コ
ン
サ
ー
ト

九
州
交
響
楽
団
特
別
演
奏
会

　

平
成
25
年
３
月
10
日
日
に
「
宝

く
じ
コ
ン
サ
ー
ト
九
州
交
響
楽
団

特
別
演
奏
会
」
を
行
い
ま
す
。
こ

の
演
奏
会
は
、
宝
く
じ
の
社
会
貢

献
広
報
事
業
と
し
て
、
宝
く
じ
の

助
成
に
よ
る
特
別
料
金
で
、
九
州

交
響
楽
団
の
演
奏
を
聴
く
こ
と
が

で
き
る
貴
重
な
機
会
で
す
。

　

み
な
さ
ん
、
ぜ
ひ
会
場
へ
お
越

し
く
だ
さ
い
。

●
日

時　
３
月
10
日
日
・
午

後
３
時
～（
開
場
は
２
時
30
分
～
）

●
場

所　
な
か
ま
ハ
ー
モ
ニ

ー
ホ
ー
ル

●
料

金

○
Ｓ
席
…
３
、０
０
０
円

○
Ａ
席
…
１
、５
０
０
円

※
宝
く
じ
の
助
成
に
よ
る
特
別
料

金
で
す
。

●
注
意
事
項

○
前
売
り
で
完
売
し
た
場
合
、
当

日
券
の
販
売
は
行
い
ま
せ
ん

○
未
就
学
児
の
入
場
は
で
き
ま
せ
ん

○
宝
く
じ
の
助
成
で
実
施
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
、
会
員
先
行
販
売

や
割
引
は
あ
り
ま
せ
ん

●
チ
ケ
ッ
ト
取
扱
先

○
な
か
ま
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
１

階
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

○
中
間
市
役
所
１
階
受
付

○
ユ
メ
ニ
テ
ィ
の
お
が
た

○
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ

○
チ
ケ
ッ
ト
ぴ
あ

　
（
Ｐ
コ
ー
ド
…
１
８
３
‐
０
５
７
）

○
ロ
ー
ソ
ン
チ
ケ
ッ
ト

　
（
Ｌ
コ
ー
ド
…
８
１
９
６
２
）

●
問
合
先　
な
か
ま
ハ
ー
モ
ニ

ー
ホ
ー
ル

　
☎（
２
４
５
）８
０
０
０

中
間
市
・
遠
賀
郡
の
指
定
ご
み
袋
に

掲
載
す
る
広
告
を
募
集
し
ま
す

　
平
成
25
年
度
中
に
作
成
す
る「
も

え
る
ご
み（
大
）・（
中
）の
袋
」
に

掲
載
す
る
広
告
を
募
集
し
ま
す
。

●
予
定
数
量
・
広
告
の
大
き
さ
・

募
集
数　

○
も
え
る
ご
み（
大
）
…
257
万
枚
・

　
（
縦
）80
㎜
×（
横
）380
㎜
・
４
枠

○
も
え
る
ご
み（
中
）
…
119
万
枚
・

　
（
縦
）80
㎜
×（
横
）280
㎜
・
２
枠

●
広
告
掲
載
料（
１
枠
）

○
も
え
る
ご
み（
大
）
…
20
万
円

○
も
え
る
ご
み（
中
）
…
10
万
円

●
広
告
掲
載
の
開
始
予
定
時
期

　
平
成
25
年
４
月
以
降

※
組
合
や
各
販
売
店
の
在
庫
状
況

に
よ
り
、
掲
載
袋
の
販
売
開
始
が

ず
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご

了
承
く
だ
さ
い
。
1
社
が
申
し
込

む
こ
と
の
で
き
る
広
告
の
数
は
、

袋
の
種
類
ご
と
に
1
枠
で
す
。
応

募
多
数
の
場
合
は
組
合
で
選
考
し

ま
す
。

●
応
募
方
法　
申
込
書
に
広
告
の

原
稿
を
添
え
て
、
遠
賀
・
中
間

地
域
広
域
行
政
事
務
組
合
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い

●
募
集
期
間　
12
月
17
日
月
～
平

成
25
年
１
月
11
日
金
・
午
後
５
時

※
申
込
用
紙
設
置
場
所
な
ど
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
応
募
・
問
合
先　
遠
賀
・
中
間

地
域
広
域
行
政
事
務
組
合

　
☎（
２
９
３
）３
５
８
１
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ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存
症
講
演
会

～
回
復
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
～

●
日

時　
12
月
23
日　
・
午

後
零
時
30
分
～
４
時
30
分（
受

付
は
午
前
11
時
30
分
～
）

●
場

所　
北
九
州
市
立
八
幡

西
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
（
八
幡

西
区
相
生
町
19
‐
１
）

●
内

容　
森
山
成　
さ
ん（
通

谷
メ
ン
タ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
）

に
よ
る
講
演
、
経
験
者
や
家
族

の
体
験
発
表

●
参
加
料　
無
料

●
問
合
先　
福
岡
県
宗
像
・
遠

賀
保
健
福
祉
環
境
事
務
所

　
☎
０
９
４
０（
３
６
）２
４
７
３

ふ
く
お
か
農
林
漁
業
新
規
就
業

セ
ミ
ナ
ー
・
就
業
相
談
会

　

職
業
と
し
て
の
農
林
漁
業
へ
の

理
解
を
深
め
て
も
ら
い
、
新
た
な

担
い
手
と
し
て
確
保
す
る
こ
と
を

目
的
に
開
催
し
ま
す
。
当
日
は
、

新
規
に
就
業
し
た
人
の
体
験
談
な

ど
の
情
報
提
供
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
相
談
会
で
は
、
関
係
機

関
や
農
家
な
ど
が
直
接
就
業
に
関

す
る
個
別
の
相
談
を
お
受
け
し
ま

す
。
申
し
込
み
は
不
要
で
す
の
で
、

農
林
漁
業
へ
の
就
業
を
考
え
て
い

る
人
は
ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

●
日

時　
平
成
25
年
１
月
５

日
土
・
午
後
１
時
～
４
時
30
分

（
受
付
は
午
後
零
時
30
分
～
）

●
場

所　
福
岡
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
ビ
ル（
福
岡
市
博
多
区
博
多

駅
前
二
丁
目
10
‐
19
）

●
内

容　
就
業
情
報
の
提
供
、

個
別
相
談

●
料

金　
無
料

●
問
合
先　
福
岡
県
農
林
水
産

部
経
営
技
術
支
援
課

　
☎
０
９
２（
６
４
３
）３
４
９
５

芦
屋
基
地
モ
ニ
タ
ー
を
募
集

●
対

象　
次
の
す
べ
て
に
当

て
は
ま
る
こ
と
が
条
件
で
す

○
20
才
以
上
の
人
で
、
防
衛
問
題

と
自
衛
隊
に
関
心
が
あ
る
人

○
公
正
で
建
設
的
な
意
見
を
持
っ

て
い
る
人

○
平
日
の
研
修
な
ど（
年
間
10
回

程
度
）に
出
席
で
き
る
人

※
国
会
議
員
、
常
勤
公
務
員
は
除

き
ま
す
。

●
期

間　
平
成
25
年
４
月
～

平
成
26
年
３
月
の
１
年
間

●
定

員　
10
人

●
申
込
方
法　
郵
便
番
号
、
住
所
、

氏
名（
ふ
り
が
な
）、
生
年
月
日
、

職
業
、
電
話
番
号
、
申
込
理
由

を
記
入
の
う
え
、
往
復
は
が
き

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

●
申
込
締
切　
平
成
25
年
１
月
18

日
金
・
必
着

●
申
込
・
問
合
先　
航
空
自
衛
隊

芦
屋
基
地
基
地
渉
外
室（
〒
807

‐
０
１
３
３
遠
賀
郡
芦
屋
町
大

字
芦
屋
１
４
５
５
‐
１
）

　
☎（
２
２
３
）０
９
８
１

看
護
職
員
な
ど
の
業
務
従
事
者
は

届
け
出
が
必
要
で
す

　

保
健
師
、
助
産
師
、
看
護
師
、

準
看
護
師
、
歯
科
衛
生
士
お
よ
び

歯
科
技
工
士
で
、
こ
れ
ら
の
免
許

に
か
か
る
業
務
に
従
事
し
て
い
る

人
は
、
２
年
ご
と
に
、
住
所
・
氏

名
な
ど
を
届
け
出
る
こ
と
が
法
律

で
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
該

当
す
る
人
は
、
所
定
の
用
紙
を
勤

務
地
の
福
岡
県
保
健
福
祉
環
境
事

務
所
ま
た
は
北
九
州
市
、
福
岡
市
、

大
牟
田
市
、
久
留
米
市
の
各
保
健

所
へ
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

　

届
出
用
紙
は
、
保
健
福
祉
環
境

事
務
所
ま
た
は
各
保
健
所
に
設
置

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
福
岡
県
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

○
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
http://www.pref.fukuoka.lg.jp

●
提
出
締
切　
平
成
25
年
１
月
15

日
火

●
問
合
先　
福
岡
県
保
健
医
療

介
護
部
医
療
指
導
課

　
☎
０
９
２（
６
４
３
）３
２
７
６

障
が
い
者
職
業
訓
練
生
を

募
集
し
ま
す

●
訓
練
コ
ー
ス　
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

製
図
科
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
設
計
科
、

商
業
デ
ザ
イ
ン
科
、
Ｏ
Ａ
ビ
ジ

ネ
ス
科
、
福
祉
住
環
境
科
、
流

通
ビ
ジ
ネ
ス
科
、
総
合
実
務
科

●
定

員　
各
20
人

※
流
通
ビ
ジ
ネ
ス
科
は
30
人
。

●
訓
練
期
間　
１
年
間

※
プ
ロ
グ
ラ
ム
設
計
科
は
２
年
間
。

●
対
象
者　
身
体
障
害
者
手
帳

所
持
者
ま
た
は
取
得
可
能
な
人

※
身
体
障
が
い
以
外
の
障
が
い
が

あ
る
人
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
申
込
締
切　
平
成
25
年
１
月
８

日
火

※
応
募
書
類
な
ど
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先　
国
立
県
営
福
岡
障

害
者
職
業
能
力
開
発
校

　
☎（
７
４
１
）５
４
３
１

福
岡
県
立
高
校
の
定
時
制

課
程
入
学
で
特
例
措
置

　

福
岡
県
立
高
等
学
校
定
時
制
課

程
で
は
、
満
20
歳
以
上
で
希
望
す

る
人
に
対
し
、
一
部
学
校
を
除
き
、

学
力
検
査
を
行
わ
ず
、
作
文
で
入

学
者
選
抜
を
行
う
特
例
措
置
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
勉
強
を
始
め
て
、
高

校
卒
業
資
格
を
得
た
い
と
考
え
て

い
る
人
の
入
学
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

●
応
募
資
格　
高
校
入
学
資
格
が

あ
る
、
平
成
25
年
４
月
１
日
現

在
で
満
20
歳
以
上
の
人

●
願
書
配
布
・
試
験
場
所　
各
志

願
先
高
校

●
願
書
受
付
期
間　
平
成
25
年
２

月
18
日
月
～
25
日
月

●
試
験
日　
３
月
12
日
火
、
13

日
水

※
作
文
に
加
え
て
、
面
接
を
行
う
学

校
も
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
志
願
先

高
校
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先　
福
岡
県
教
育
庁
高

校
教
育
課

　
☎
０
９
２（
６
４
３
）３
９
０
４

健
康
管
理
講
習
会
を

開
催
し
ま
す

●
日

時　
12
月
20
日
木
・
午

後
２
時
～
３
時
30
分

●
場

所　
中
央
公
民
館

●
テ
ー
マ　
正
し
い
薬
の
飲
み

方
に
つ
い
て

●
参
加
料　
無
料

●
定

員　
70
人（
先
着
順
）

●
申
込
方
法　
12
月
17
日
月
ま
で

に
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

●
申
込
・
問
合
先　
公
益
社
団
法
人

中
間
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
☎（
２
４
６
）４
５
２
８

特
定
の
血
液
製
剤
に
よ
り
Ｃ
型
肝
炎

ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
た
み
な
さ
ん
へ

　

出
産
や
手
術
な
ど
で
大
量
出
血

し
た
際
に
、
特
定
の
血
液
製
剤
を

投
与
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
Ｃ
型

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
た
人

に
、
平
成
25
年
１
月
15
日
火
ま
で

に
手
続
き
を
す
れ
ば
給
付
金
を
支

給
す
る
仕
組
み
が
あ
り
ま
す
。

※
手
続
き
方
法
な
ど
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先　
厚
生
労
働
省
相
談

窓
口

　
☎
０
１
２
０（
５
０
９
）０
０
２

祝
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中間市暴力追放市民集会・防犯大会がなかまハーモニ
ーホールで開かれ、約700人の参加者が暴力追放の決
意を表しました。国崎幹男折尾警察署長は、「なかなか
前に進めず、申し訳ない気持ちでいっぱい」と話しまし
た。「ひと・金・ものが暴力団の根っこになる。これを
ストップさせ、暴力団を根絶やしに」との講話の後、参
加者は「暴力追放を目指し団結するぞ」と力強くこぶし
を振り上げ、やすらぎ通りまで行進しました。

暴力追放へ向け一致団結
11 月 13 日・平成 24 年度中間市暴力追放市民集会・防犯大会

中間東小学校体育館で、ミュージカル
が行われました。これは、中間東小学
校児童と同校区の人が、プロの劇団員
から演技、歌唱、ダンスの指導を受け
稽古して、発表会を行う地域交流事業
として行われたもの。若者たちが未来
を信じて歩き出す姿を描いた約80分間
に及ぶミュージカルの最後には、観覧
していた全校生徒が立ち上がり、出演
者と一緒にダンスと歌を披露しました。
体育館に集まった人たちには一体感が
生まれ、感動と熱気に包まれました。

生きる喜びを体いっぱいに表現
11 月 17 日・中間東小学校でミュージカル

11月９日、プロレス漫画の「タイガーマスク」を名乗る
人物から、現金５万円と手紙の入った封筒が、中間市役
所に郵便で届きました。手紙には、「お年寄りのために
お役立てください　タイガーマスク」とだけワープロ書
きされており、封筒の消印は北九州市八幡西区の郵便
局。タイガーマスクを名乗る匿名の寄付は全国で確認さ
れていますが、中間市では初めて。市の介護保険課では、
この心温まる贈り物の有効な使い道を検討しています。

タイガーマスク出現
11 月９日・市に匿名で５万円の寄付

フォトショット

まちのわだい

楽しいイベントや地域の話題などをお届けします
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まちのわだい

21 Nakama City Public Relations

11月11日の介護の日にちなみ、おじいちゃんとおばあ
ちゃんの作品展が市役所ロビーで開催されました。趣
味やリハビリで作成された手芸や絵画、陶芸などさま
ざまな作品が展示されました。中には、縦 91ｃｍ、横
121ｃｍのクリスマスの大きな貼り絵など、季節にちな
んだかわいらしい作品も。作品展を見る人たちは、ゆ
っくりと一つひとつの作品に目を留め、その顔には自
然と笑顔が浮かんでいました。

作品を見る目には笑みが
おじいちゃんとおばあちゃんの作品展

希望が丘高校サッカー部の甲斐拓也さんと前原大樹さ
ん、監督の西川慎也さんが中間市役所を訪れました。
現在高校３年生の２人が、エストニアでプロサッカー
選手として活動を始めることを松下俊男市長に報告す
るためです。目標を尋ねると、甲斐さんは「将来 Jリー
グに入る」、前原さんは「ヨーロッパの強いクラブに入
る」と答えてくれました。２人の、ロシアの隣国である
エストニアでの活躍が期待されます。

エストニアでの活躍を期待
希望が丘高校サッカー部員がプロサッカー選手に

ボートレース芦屋で、遠賀・中間地区農業祭と魅力発
信フェスタが合同開催されました。地元の農産物を展
示販売し、地域農業の発展を目的とする農業祭。会場
には新鮮な農産物が並びました。また、福岡県が広域
的な地域振興策として進めている魅力発信フェスタで
は、中間市から「中間銘菓」「ほのぼの味噌」「なごみみ
そ」などを販売。たくさんの人が中間市のブースを訪れ、
その味を確かめながら買い物を楽しんでいました。

各地の特産品に多くの人が集まる
11 月 23 日・遠賀・中間地区農業祭＆魅力発信フェスタ

子育て支援センターで、生後３か月から８か月の赤ち
ゃんとその保護者を対象にベビーマッサージ教室が行
われました。オイルを使ったマッサージでは、血液の
循環が良くなり体が温まると同時に、手から伝わるコ
ミュニケーションで心の安定も得られるとのこと。参
加した永田明日香ちゃん（通谷二丁目）のお母さんの恵
美さんは、「とても気持ちよさそうにしていました。ぜ
ひ家でもやってみたい」と話しました。

大好きなお母さんの手でマッサージ
11 月 22 日・ベビーマッサージ教室

※写真右から西川監督、甲斐さん、前原さん。
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「
花
が
見
え
る
中
間
市
づ
く
り
作
戦
」に

参
加
し
ま
せ
ん
か

　

中
間
市
を
花
い
っ
ぱ
い
に
す
る
会
で

は
、
市
内
の
街
並
み
を
よ
り
一
層
、
花

で
潤
い
の
あ
る
通
り
に
し
て
い
く
た

め
、
花
が
見
え
る
中
間
市
づ
く
り
作
戦

を
実
施
し
ま
す
。
そ
の
一
環
と
し
て
、

会
で
製
作
し
た
花
苗
付
特
製
プ
ラ
ン
タ

ー
を
希
望
す
る
市
民
の
み
な
さ
ん
に
無

料
で
貸
し
出
し
ま
す
。

●
貸
出
期
間　
12
月
21
日
金
～
平
成
25

年
４
月
30
日
火

●
貸
出
対
象　
自
宅
敷
地
内
で
市
民
の

目
に
ふ
れ
る
場
所
に
置
け
る
人
で
、

花
の
様
子
を
一
枚
写
真
に
撮
り
提
供

で
き
る
人

●
貸
出
数　
40
台（
一
家
族
２
台
ま
で
）

●
貸
出
方
法　
12
月
20
日
木
、
21
日
金

に
中
央
公
民
館
で
貸
し
出
し
ま
す

●
申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い（
先
着
順
）

●
申
込
・
問
合
先　
中
央
公
民
館

　
☎（
２
４
６
）２
３
２
１

も
じ
少
年
自
然
の
家
を

利
用
し
ま
せ
ん
か

　

親
子
で
鏡
開
き
・
ど
ん
ど
焼
き

●
日

時　
平
成
25
年
１
月
13
日
日
・

午
前
10
時
～
正
午（
受
付
は
９
時
30
分
～
）

※
雨
天
時
は
、
ど
ん
ど
焼
き
は
中
止
。

●
対
象
・
定
員　
小
・
中
学
生
と
そ
の

保
護
者
・
15
家
族

※
申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

●
参
加
料　
１
人
350
円

　
（
食
材
費
・
保
険
代
）

●
持
っ
て
く
る
も
の　
ど
ん
ど
焼
き
で

焼
く
正
月
飾
り（
門
松
、
し
め
縄
、
書

初
め
な
ど
）、
軍
手
、
上
履
き

●
申
込
締
切　
12
月
28
日
金
・
必
着

　

冬
塾
～
お
も
い
っ
き
り
ア
ウ
ト
ド
ア
～

●
期

日

○
平
成
25
年
１
月
19
日
土
～
20
日
日

○
２
月
16
日
土
～
17
日
日

○
３
月
９
日
土
～
10
日
日

●
時

間　
午
前
10
時
～
翌
日
の
午

後
３
時
30
分

●
対

象　
小
学
３
年
生
～
６
年
生

●
定

員　
30
人

●
参
加
料　
７
、０
０
０
円（
会
費
１
、

０
０
０
円
、
各
回
２
、０
０
０
円
）

●
申
込
締
切　
12
月
22
日
土
・
必
着

　

い
ず
れ
も

※
申
込
方
法
な
ど
詳
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
場

所　
北
九
州
市
立
も
じ
少
年
自

然
の
家（
門
司
区
大
字
喜
多
久
784
‐
１
）

●
申
込
先　
北
九
州
市
立
も
じ
少
年

自
然
の
家

　
☎（
３
４
１
）１
１
２
８

中間市公式キャラクター
「なかっぱ」

が
家 のわ

すこやか
ちゃん
すこやか
ちゃん

このページは、みなさんで作るコー
ナーだぬん。イラストやエッセイ、
お知らせなど待ってるぬん。「すこや
かちゃん」「文芸歳時記」も応募して
ほしいぬん。
●�応募・問合先　総務課広報広聴係
（809‐8501�中間一丁目１番１号）
　☎（246）6271

広報なかま 12 月 10 日号 22

H23. ９.13 生
（小田ケ浦二丁目）

大
おおにし

西 紗
さ よ

世ちゃん
H21. ５.21 生
（小田ケ浦二丁目）

大
おおにし

西 悠
ゆ う た

太ちゃん

　お兄ちゃんが大好きな紗世ち
ゃん。いっぱい食べて、よく遊
んで、大きくすくすく育ってね。

　元気いっぱいの悠太くん。お
友達と仲良く遊んでね。これ
からも紗世ちゃんをよろしく！
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コ
ー
ヒ
ー
を
入
れ
た
あ
と
の
か
す
を
よ
く
自
然
乾
燥
さ
せ
、
布
に
包
ん
で
針
刺
し
に
す
る
と
、
コ
ー
ヒ
ー
の
油
分
で
針
が
さ
び
な
い
。

知
っ
て
て
損
は
な
い

豆
知
識

渡
船
よ
り
島
指
し
を
れ
ば
鳥
渡
る

　
　
　
太
賀
一
丁
目	

緒
　
方
　
益
　
子

山
寺
の
読
経
流
る
る
秋
深
し

　
　
　
桜
台
二
丁
目	

篠
　
原
　
正
　
章

福
祉
バ
ス
稲は

ざ架
の
襖
を
縫
ふ
ご
と
く

　
　
　
小
田
ヶ
浦
一
丁
目	

広
　
松
　
律
　
子

屋
台
の
灯
ゆ
ら
ぐ
水
面
に
柳
散
る

　
　
　
太
賀
一
丁
目	

中
　
山
　
富
　
子

束
ね
た
る
金
糸
の
ご
と
き
黄
菊
か
な

　
　
　
中
鶴
一
丁
目	

平
　
野
　
静
　
子

末
永 

あ
つ
し 

選

俳 

句

骨
の
な
い
語
尾
が
だ
ん
だ
ん
や
せ
て
ゆ
く

　
　
　
朝
霧
二
丁
目	

松
　
下
　
未
代
子

歩
幅
合
う
ふ
た
つ
の
傘
が
弾
ん
で
る

　
　
　
扇
ヶ
浦
二
丁
目	
志
　
岐
　
け
い
子

衣
更
え
母
は
香
り
を
置
き
土
産

　
　
　
扇
ヶ
浦
四
丁
目	

西
　
本
　
多
津
子

孫
が
描
く
じ
い
じ
と
ば
あ
ば
す
ご
く
老
け

　
　
　
中
間
三
丁
目	

仰
　
木
　
孝
　
子

お
ば
ん
族
寄
る
と
子
自
慢
孫
自
慢

　
　
　
鍋
山
町	

金
　
子
　
哲
　
也

吉
富 

廣 

選

川 
柳

台
風
は
日
本
列
島
駆
け
抜
け
て
爪
あ
と
残
し
秋
深
ま
れ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
太
賀
三
丁
目	

日
　
野
　
康
　
子

夫
亡
く
し
独
り
に
な
り
し
義
姉
は
今
ふ
る
さ
と
に
来
て
弟
と
住
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
通
谷
二
丁
目	

山
　
下
　
純
　
子

主
な
き
隣
の
庭
の
秋
明
菊
あ
ら
草
の
中
に
一
本
咲
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
通
谷
一
丁
目	

宮
　
崎
　
弥
　
生

陽
に
冴
ゆ
る
ピ
ン
ク
の
花
の
酢か

た
ば
み漿
は
夜
に
祈
り
の
葉
を
折
り
た
た
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
通
谷
一
丁
目	

戸
　
田
　
恵
美
子

四
季
の
う
ち
短
か
い
け
れ
ど
秋
が
好
き
空
気
は
凜
と
意
欲
み
な
ぎ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
瀬
四
丁
目	

吉
　
岡
　
比
呂
己

中
間
市
短
歌
会

短 

歌

文芸歳時記

▶早いもので今年も残りわずかとなりました。あっという間の１年間で、時
の流れの早さに驚いています。限られた時間を有効に使い、来年を意義あ
る１年にするためにはどうするか…。今年のうちに考えたいと思います。 （謙）
▶この１年、何ごともなく過ぎた人、喜ばしいことがあった人、必死にもがいて
いた人…どんな１年でも、365日を過ごすにはそれなりのエネルギーが必要です。
どうぞ１年間生きてきた自分をねぎらってあげてください。よいお年を。         （悠）

現在からは想像もつかないでしょうが、過去、堀川には
石炭や荷物を積んだたくさんの川ひらたが通っていま
した。表紙の写真は川ひらたが連なって若松へ向かう様
子。石炭の輸送経路として鉄道の利便性が認められる
まで、堀川では川ひらたの姿を見ることができました。

今月の表紙

編集後記

■写真データ
　明治後期の車返し（現：水巻町）付近の堀川

福
岡
教
育
大
学
吹
奏
楽
部

第
48
回
定
期
演
奏
会

　

み
な
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

●
日

時　
平
成
25
年
１
月
26
日
土
・

午
後
５
時
30
分
～
（
開
場
は
５
時
～
）

●
場

所　

福
岡
市
民
会
館（
福
岡

市
中
央
区
天
神
五
丁
目
１
‐
23
）

●
入
場
料　
600
円（
前
売
り
は
500
円
）

※
小
学
生
以
下
は
無
料
で
す
。

●
内

容

○
第
一
部
…
学
生
指
揮
ス
テ
ー
ジ
・
プ

ラ
ト
ン
の
洞
窟
か
ら
の
脱
出（
ス
テ
ィ

ー
ヴ
ン
・
メ
リ
ロ
）ほ
か

○
第
二
部
…
ポ
ッ
プ
ス
ス
テ
ー
ジ

○
第
三
部
…
客
演
指
揮
ス
テ
ー
ジ
・
テ

ィ
ル
・
オ
イ
レ
ン
シ
ュ
ピ
ー
ゲ
ル
の

愉
快
な
い
た
ず
ら（
リ
ヒ
ャ
ル
ト
・
シ

ュ
ト
ラ
ウ
ス
）

●
問
合
先　
篠
崎
携
帯

　
☎
０
９
０（
５
７
３
６
）２
７
９
８

平
尾
台
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー

２
０
１
３
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

　

平
尾
台
の
大
自
然
を
感
じ
て
み
ま
せ

ん
か
。

●
日

時　
平
成
25
年
３
月
17
日
日
・

午
前
10
時
～
午
後
１
時（
荒
天
中
止
）

●
場

所　

平
尾
台
自
然
の
郷（
小

倉
南
区
平
尾
台
一
丁
目
１
‐
１
）

●
対

象　

５
歳
以
上（
小
学
生
以

下
は
保
護
者
同
伴
）

※
高
校
生
以
上
は
、
男
子
・
女
子
の
部
、

50
歳
以
上
の
部
が
あ
り
ま
す
。

●
コ
ー
ス

○
高
校
生
以
上
…
3.0
㎞
、
10
㎞

○
中
学
生
…
3.0
㎞

○
小
学
生
…
1.6
㎞

○
未
就
学
児
…
1.2
㎞

●
参
加
料

○
一
般
…
２
、０
０
０
円

○
高
校
生
…
１
、０
０
０
円

○
中
学
生
…
500
円

○
小
学
生
…
200
円

○
未
就
学
児
…
100
円

●
申
込
締
切　
平
成
25
年
１
月
28
日
月

※
出
場
者
全
員
に
「
参
加
賞
」「
ゼ
ッ
ケ

ン
」
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。
申
込
方

法
な
ど
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

●
申
込
・
問
合
先　
平
尾
台
ク
ロ
ス
カ

ン
ト
リ
ー
実
行
委
員
会
事
務
局

　
☎（
９
５
１
）４
１
１
１
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■
発

行
　

福
岡

県
中

間
市

役
所

〒
809‐

8501 福
岡

県
中

間
市

中
間

一
丁

目
１

番
１

号
■

編
集

　
総

務
課

広
報

広
聴

係
TEL  093（

246）6271　
FAX  093（

245）5598　
■

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

　
http://www.city.nakam

a.lg.jp/
■

メ
ー

ル
ア

ド
レ

ス
　

webm
aster@city.nakam

a.lg.jp

広
報

な
か

ま
平

成
24

年
12

月
10

日
号

No.928

■
今

回
の「

広
報

な
か

ま
」に

か
か

っ
た

経
費

は
１

部
約

20円
で

す
。

■ 「
広

報
な

か
ま

」の
配

布
は

発
行

日
か

ら
開

始
し

ま
す

。
み

な
さ

ん
の

お
手

元
に

３
日

以
内

で
お

届
け

で
き

る
よ

う
に

し
て

い
ま

す
。

中
間
市
歴
史
の
旅

新
知
故
温

第14号横穴墓の石室

有
料
広
告
欄大好評受付中大好評受付中大好評受付中 場所は先着順となります

良い場所は
お早めに

家族墓地として・夫婦墓・個人墓としてご提案いたします。

「やすらぎ」堂々完成屋外納骨堂

この様な方にお勧めします。
◇ご自分の安住の場所を生前中に確保しておかれたい方
◇お子様、跡継ぎが無く、継承が心配な方
◇遠い所にお墓をお持ちで改葬または分骨されたい方
◇家にお骨があり、納めるところをお探しの方

永代使用料・永代管理料含む
永代管理料込みで
今後、一切の費用がかかりません。

一基

49.3（税込）

万円より
宗旨・宗派問わず

【受付時間】午前９時～午後５時　水曜日定休

●お申込み・お問い合わせは、中間霊園管理事務所まで

※当日、お申込みされる場合は、申込金１万円と印鑑をご持参ください。

0120-659-117
敬う
心、愛す

る心、やすらぎの霊園

中間霊園
宗教法人 福泉寺

ご先祖様とのふれあいの場

其
の
九

「
瀬せ

と戸
横お

う

け

つ

ぼ

穴
墓
群ぐ

ん

」～
第
14
号
横
穴
墓
～

　

横
穴
墓
と
は
、
山
肌
の
壁
面
に
横

方
向
の
穴
を
掘
り
、
そ
の
穴
に
遺
体

を
埋
葬
す
る
お
墓
で
、
今
か
ら
約
１
、

４
０
０
年
前
の
古
墳
時
代
後
半
に
数

多
く
造
ら
れ
ま
し
た
。

　

中
間
市
内
に
は
、
横
穴
墓
を
造
る

の
に
適
し
た
砂
岩
や
安
山
岩
な
ど
の

丘
陵
が
多
い
た
め
、
古
墳
時
代
に
な

る
と
た
く
さ
ん
の
横
穴
墓
が
造
ら
れ

ま
し
た
。
そ
の
中
で
も
、
瀬
戸
第

14
号
横
穴
墓
は
特
別
な
も
の
で
し

た
。
こ
の
横
穴
墓
は
、
昭
和
31
年

（
１
９
５
６
年
）下
大
隈
地
区
内
の
鉱

害
耕
地
復
旧
作
業
に
必
要
な
土
砂
を

採
取
す
る
た
め
に
瀬
戸
丘
陵
を
掘
削

し
て
い
た
時
に
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

　
第
14
号
横
穴
墓
の
室
内
の
構
造
は
、

四
柱
造
り
の
天
井
か
ら
放
射
線
状
に

垂
木
、
そ
れ
を
支
え
る
横
木
を
模
し

た
も
の
が
彫
り
込
ま
れ
、
家
屋
の
屋

根
の
形
状
を
表
し
て
い
ま
す
。
特
筆

す
べ
き
は
、
奥
壁
に
馬
上
で
弓
を
引

く
武
人
、
船
、
太
陽
、
月
、
鳥
が
、

左
右
の
壁
に
人
や
馬
な
ど
、
格
子
状

の
紋
様
が
彫
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
朱
の

色
彩
が
施
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
す
。

副
葬
品
は
、
須
恵
器
な
ど
の
土
器
類
、

刀
・
馬
具
・
鏃や

じ
り

な
ど
の
鉄
製
武
具
類

が
出
土
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
副
葬
品

と
壁
画
の
内
容
か
ら
男
性
が
埋
葬
さ

れ
て
い
た
こ
と
が
想
起
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
非
常
に
貴
重
な
横
穴

墓
で
し
た
が
、
昭
和
32
年（
１
９
５
７

年
）３
月
、
土
砂
採
取
工
事
の
た
め
完

全
に
崩
壊
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
中
間
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課


